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 2018 年 6 月 16 日、第 54 回地方自治研究神奈川集会が TKP ガーデンシティ横浜で開催された。 
福島大学経済経営学類准教授の吉田樹氏より「人口減少社会における交通まちづくり戦略 ─地域交

通網の再構築と公営交通のあり方に着目して─」をテーマに講演をいただいた。以下は、その講演

内容をもとに編集部が作成した原稿に吉田氏が加筆・修正したものである。 
  
 

１．懸念される交流機会の減少 

 
 私は、地域交通を専門に研究をしています。

今日は、人口減少社会というキーワードで交

通をどう考えていくのか。公共交通と呼ばれ

る鉄道やバス、タクシー、特にバスを中心に

現状はどうなっているのか。神奈川の場合は、

横浜、川崎に公営交通がありますが、公営交

通はその中でどういう役割が期待されている

のか。また、高齢化が進んでいく、支える担

い手も減っていく中で、よりきめ細やかなサ

ービスを求める地域の皆さんに対し、自治体、

公営企業体がどういうコミットができるのか、

ということをお話できればと思っています。 
 
(1)人口減少下の地域と「対流」の装置 

まず『対流』というキーワードから始めま

す。「国土のグランドデザイン」という新し

い国土形成計画では、これからの日本の国土

像で、人口減少社会を前提に「対流促進型の

国土の形成」ということで「対流」という言

葉が使われています。人の対流、ものの対流、

情報やお金の対流ということですが、そうい

う動き、運動量が活発な地域を作っていくこ

とが、新しい国土計画のベンチマークです。 
対流を水の温まり方で言えば、ビーカーの

水の中に軽めの玉を沈めておいて加熱すると、

運動を始めますが、それで全体に熱を行き渡

らせていく現象です。この対流現象には、重

力と熱源と温度差という 3 大要素が必要で

す。熱で温められた部分は周りに比べて比重

が軽くなるので、上のほうに上がっていく。

でもだんだん冷やされてきて、重力に乗って

再び下がってくる。そういうことを繰り返し
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ます。 
これを地域づくり、まちづくりというどⅬ

で⨨き᥮えて考えてࡳますと、まず地域づく

りのどⅬでは、ᚑ᮶のコンࣃクトシティとい

うᴫᛕから୍Ṍ㋃ࡳ㎸んだ「コンࣃクト㸩ࢿ

ットワーク」というᴫᛕが♧されています。

コンࣃクトシティは౽฼な⾤中にࡹࡂっと人

を集めるわけですが、「コンࣃクト㸩ࢿット

ワーク」は分ᩓしたᣐⅬを集めて、ᣐⅬとᣐ

Ⅼをࢿットワークでࡘなࡂ合わせていくこと

によって対流を⏕ࡳฟしていく。 
そのときに重力に┦ᙜする、なくてはなら

ない道ලと఩⨨௜けられたのが地域公共交通

です。⳹やかな地域、㈰やかな場ᡤと、㟼か

にతめる場ᡤがあってもいいし、ࡺったりと

Ᏻ心してఫめる場ᡤがあってもいい。いࢁん

な㢦の地域があっていいわけですࡡ。地域ࡈ

とのそれࡒれの⾲情が㐪うから、私たちには

交流しようというࣔチベートがാいて、そこ

に対流が⏕ࡳฟされる。その対流を⏕ࡳฟす

⿦⨨が地域公共交通というわけです。 
しかし、この対流現象もずっと温め⥆けて

いないとṆまってしまう。だから、交通ある

いは⾤がどういう⎔ቃに⨨かれているのかを

⤯えずࣔࢽタࣜングして、ࢭ࢔ス࣓ントして、

新しくࣉランを⦎っていかなきࡷいけない。

その熱源に┦ᙜするのが、ᖹたく言えばまち

づくりということになります。⾤や地域を少

しずࡘⰋくしていくࢭࣟࣉスも大஦になって

くるわけで、そういうᴫᛕが「対流」にྵま

れていると考えています。 
 

(2)交㏻ࡣ࡛ࡅࡔゎ࠸࡞ࡅ「⛣ື」のㅖၥ㢟 

公共交通の⥔ᣢがၥ㢟になるとき、公共交

通が「あること」が大஦だと言われることが

あります。しかし公共交通は「あること」だ

けでなく、それがちࡷんとᬽらしの場㠃に使

えるのか、道ලとして使いこなせるのかとい

うことが㠀ᖖに大஦です。ᬽらしやほගなど

は、ᨻ⟇の重要なキーワードになりますが、

どういった場㠃でどのように使ってもらいた

いのかということもేせて発᝿していくこと

が、交通まちづくりᨻ⟇には求められていま

す。 
Ⲉᇛ┴⟃すᕷの下㤋㥐前の再開発ビࣝは、

ඖࠎはၟ業ᗋとしてᩚഛされたビࣝですが、

10 ᩘ年が経㐣して⤖ᒁ、ᕷ役ᡤの本ᗇ⯋に

なりました。下㤋㥐はターミࣝࢼ㥐で、」ᩘ

の鉄道㊰⥺が⤖⠇している交通⤖⠇Ⅼです。

ၟ業ᗋのᶵ⬟を㥐前に作って、そこで皆さん

に㈙い≀をして交流してもらう、本᮶はそう

いう⿦⨨のために、⟃すᕷはインࣇラをᩚഛ

したんです。⟃すᕷは、交通✵ⓑ地域がない

ということで᭷ྡになりました。10 年ほど

前にᕷ内のバス㊰⥺を全てṆめて、᏶全にド

のデマンド交通に全て⨨き᥮࢔ー・ドࢶ・࢔

えたので、この⾤は交通が୙౽な人はいない。

それがඛ進ⓗとされました。とこࢁが 10 年

経って、交通の฼౽ᛶが高いはずの⾤中のඃ

఩ᛶがⷧれ、どんどん㑹እ化が進んでいきま

す。 
୍方、⾤中には᫇からఫんでいる方ࠎも少

なくありません。そういう方ࠎの周㎶のၟᗑ

はኻわれて、㏫に新しい㈙い≀ᅔ㞴⪅がฟて

しまった。それで今度はその⾤中の人たちを

ᩆうための新しい地域内バスが㉮りฟしまし

た。 
また、高齢社会が進ᒎしていく中で公共交

通は㢗られる。公共交通がないと高齢⪅は⏕

きていけないとよく言われるんですが、はっ

きり⏦し上ࡆて、高齢⪅はࡂりࡂりまで運㌿

します。なࡐなら㌴が୍␒ᴦなんです。ド

だからᴦで、行きたい᫬㛫に࢔ー・ドࢶ・࢔

行ける。それだけではありません。ㄪべる必

要が୍ษない。公共交通にしࢁ、福♴の⛣動

サービスにしࢁ、ㄪべる手㛫がかかります。

そのためにいࢁんな▱ᜨも必要です。だから、

㌴が運㌿できなくなったときに公共交通にさ
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っと⛣れるかというと、そんなことはない。 
౛えば福島┴༡┦㤿ᕷは、原発஦ᨾの㑊㞴

ᣦ♧༊域となりました。ඖࠎ、ᐙ᪘やࡈ㏆ᡤ

の皆さんに㏦㏄してもらうシーンが成❧して

いた地域ですが、それがኻわれてしまった。

その中で高齢⪅の皆さんは、⛣動手ẁとして

自ᐙ⏝㌴を㑅ᢥしています。年齢ᒙを経るに

ᚑって「自ᐙ⏝㌴を運㌿するようになった」

人の割合は減っていくわけですが、༡┦㤿の

場合は年齢ᒙによって全くኚわりがない。᭱

ᚋの手ẁとして㌴が㢗られるんです。 
このように、交通手ẁを☜ಖするというこ

とだけでは、地域でさまࡊまᢪえているၥ㢟

はゎけないということが分かります。ࡘまり

交通をᇶⅬとして、さまࡊまなᨻ⟇分㔝と⤖

び௜けて考えないといけないということです。 
 
㸰．බ営ࢫࣂのᏑᅾព⩏࠼⪄ࢆる 

 

(1)බ営ඹ㏻の「බඹの福♴のቑ㐍」とࡣ㸽 

私が᯾ᕷ公営バスの経営ᨵ㠉に㛵わってい

た中でのやりྲྀりです。あるጤဨの方が「公

営交通の㍺㏦原౯というのはキࣟ㎶りの運㏦

経㈝ですࡡ。これがẸ㛫バスよりもなࡐ高い

のか。」とおっしࡷいました。交通⟶⌮⪅の

⟅えは「私たちは大型஧✀චチをᣢっていま

すから高いんです。」でした。Ẹ㛫バスも大

型஧✀චチがなければ運㌿できませんが、交

通⟶⌮⪅は、それ以上の⟅えを全く⏝ពして

いなかったんです。ጤဨの方は「ㄽእな回⟅

ですよࡡ。」と཯ᛂしました。 
私は、公営バス஦業にいࢁいࢁと㛵わり、

経営再ᘓにも㛵わっていますが、なかなか前

に進まず、ពぢが対❧することもከくありま

す。それでも公営交通をどうやったらもっと

Ⰻくできるかといࢁいࢁ考えています。ྛ地

の公営企業体のタ⨨᮲౛には、なࡐ交通஦業

をやるのかが᭩いてあります。『交通஦業は、

ᖖに企業の経済ᛶを発᥹するとともに、公共

の福♴をቑ進させるように運営されなければ

いけない』と᭩いてある。では、公営交通だ

からできる公共の福♴のቑ進とは、୍体ఱで

しࡻうか。公営交通のᏑᅾព⩏をᾷࡳなくㄝ

᫂できますか。企業体をᏲる運動に皆さん㝗

っていませんか。そのⅬを、㢌を୍回クーࣝ

にして考えていただきたいと思います。 
 
(2)2000 年ሗ࿌᭩の㝈⏺と௒日ⓗព⩏ 

乗合バス஦業のつไ⦆࿴前の 2000 年に、

公営交通஦業༠会が公営バス஦業の今日ⓗព

⩏にࡘいて、� Ⅼ࣏イントとしてまとめた報

࿌᭩があります。これを 18 年ᚋの今もう 1
回ㄞࡳ返すと、୍体どうぢえるのか。 
公営企業体のᏑᅾព⩏として、まず㸯ࡘめ

に、Ẹ㛫のཧ入がᮃめない場合に自ら地方公

共ᅋ体がバス஦業を経営して㍺㏦サービスを

提౪すること、と᭩かれています。とこࢁが、

デマンド交通は全国で 400 ㏆い自治体にᑟ

入されていますし、コミࣗࢽティバスのᑟ入

は᱆が 1 ಶ㐪う。こうしたᑟ入౛のከさを

どうㄝ᫂するのか。᭱㏆では、横浜ᕷや௝ྎ

ᕷなど公営交通が運行されている自治体で、

ᕷ㛗部ᒁのഃの地域ఫẸと༠ാした⛣動手ẁ

☜ಖのྲྀり⤌ࡳが┒んになっているわけです。

まり、コミバスやデマンド交通➼の地域ఫࡘ

Ẹと༠ാした⛣動手ẁの☜ಖは、そもそもẸ

㛫バス஦業⪅のཧ入がᮃめない、あるいはཧ

入してもኻᩋしたとこࢁが中心のはずですが、

そういうとこࢁで公営交通がࣞࣉイࣖーにな

れていない。そうするとこのシーンは、18
年㛫の中でだいࡪኚわってきています。 
㸰ࡘめは、公営企業は地方公共ᅋ体の୍部

として஦ົを行っているので、さまࡊまな分

㔝と㐃ᦠした᪋⟇ができると᭩いてあります。

౛えば、国土交通┬で公共交通の大⮧⾲ᙲが

あり、そこでは、福♴や⎔ቃ、あるいはほග

などのᨻ⟇分㔝と㐃ᦠした౛のཷ㈹も少なく

ありませんが、大༙はẸ営バスと୍⥴にやっ
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ています。地域公共交通網形成計画⟇ᐃᩘも

全国で 400 を㉸えていますから、そう考え

ると、これが本ᙜにできていますかというこ

とをၥわなくてはいけません。 
㸱ࡘめは、᪤Ꮡ㊰⥺バスの⥔ᣢという㠃で、

Ẹ営は営฼୺⩏による㊰⥺⦰ᑠ・ᗫṆやಽ⏘

ࣜスクがあるが、公営バスの場合には㛗期ⓗ

Ᏻᐃⓗな運行サービスの提౪がྍ⬟である。

こう言われて、乗合バス஦業のつไ⦆࿴で日

本のバス஦業ᗫṆが本ᙜにガンガン進んだの

かというと、全くኚわらなかった。乗合バス

஦業つไ⦆࿴の 2002 年をቃにఇṆキࣟ・ᗫ

Ṇキࣟはቑえていない。 
グッとቑえるのは 2006 年で、これは道㊰

運㏦ἲのᨵ正です。いわࡺる⥲ᣓ原౯方ᘧ、

キࣟᙜたりの運㈤にᇶづかないᆒ୍運㈤は川

崎や横浜のような大㒔ᕷの場合には以前から

ㄆめられたわけですけれども、それ以እの自

治体においても౛えば 100 ෇、あるいは

200 ෇というᆒ୍運㈤で㉮らせるバスや、ண

⣙ᘧで㉮るデマンド交通は、2006 年以前に

は乗合バスとしてカ࢘ントされていなかった

んです。とこࢁが、2006 年からそれらも乗

合バスとしてカ࢘ントされるようになった。

そう考えると、つไ⦆࿴の┤᥋ⓗなᙳ㡪でキ

ࣟᗫṆがᗈがったという話でもない。 
㸲ࡘめは、ప公ᐖやపᗋ㌴㌴୧のᑟ入、あ

るいは┤᥋཰支のྥ上に⤖び௜きづらいᢞ㈨

をඛ㥑ⓗに行う。☜かに、ప公ᐖ㌴୧やࣀン

ステッࣉバスを✚ᴟⓗにᑟ入してきたのも公

営企業体で、このときには役割をᯝたしてい

ました。とこࢁが今、神奈川やᮾிではẸ㛫

バス会社もከくの㌴୧がపᗋᘧ㌴୧になって

います。しかも神奈中は㐃᥋バスをやってい

ますし、全国には ,& カードに⊂自サービス

をᒎ開している会社も少なくありません。そ

ういうព࿡ではこれもᙅまってしまった。 
㸳ࡘめは、㆟会・ఫẸのពྥを཯ᫎした運

行サービスの提౪がྍ⬟であることです。౛

えば、ఫẸのពྥで地域の皆さんと୕఩୍体

になって⑛いとこࢁに手がᒆくようなサービ

スをやりましࡻう、というシーンがあるわけ

です。横浜ᕷもそれをサ࣏ートするไ度があ

って、横浜ᕷの地域公共交通会㆟ではそうい

うテーマを㆟ㄽされているはずですが、私が

ぢる⠊ᅖでは、横浜ᕷの地域公共交通会㆟に

公営企業のጤဨが入っていない。ということ

は、ᕷ㛗部ᒁが地域ఫẸの皆さんとタイ࢔ッ

するときに、公営企業体をྵめて考えていࣉ

ないということなんです、これは⏤ࠎしき஦

ែだと思っています。 
୍方で公営企業体のⱞしいとこࢁは、㆟会

が地域と୍⥴になってᙉく要ᮃするから、そ

れにᛂえなきࡷいけない。だから要ᮃ㊰⥺が

ከくなって、⤖ᒁ⬟⋡ⓗな㊰⥺もᥥけない୍

ᅉになっているのではないか。ある自治体で、

公営交通の೺全化をᅗるための㆟会にཧ考人

ពぢᣍ⮴で呼びฟされました。そのときに、

本ᙜに公営交通をṧしてⰋくしたいと思うの

なら、公営交通に「この㊰⥺㉮らせࢁとうち

の㑅ᣲ༊Ẹが言っている。」という言葉を今

から⤯対言わないようにしてくださいと⏦し

上ࡆました。 
㸴ࡘめは、営฼㏣求が目ⓗではないから、

内部⿵ຓによる୍ᐃ⛬度の୙᥇⟬㊰⥺の⥔ᣢ

がྍ⬟である。今、公営企業体は内部⿵ຓを

前提としているわけで、だったら㍺㏦原౯が

పいẸ営バスの方が内部⿵ຓでもっとከくの

㊰⥺も⥔ᣢできるはずです。 
㸵ࡘめは、公ົဨとしての㌟分ಖ㞀により

㞠⏝がᏳᐃしているため、Ⰻ㉁な人ᮦを☜ಖ

することができる。今は人௳㈝ᢚไのために

⮫᫬⫋ဨ㞠⏝を進めている公営バスもあり、

Ẹ営よりも⤥ᩱが高い正つ⫋ဨのເ集もあり

ます。そうすると地方ᅪではẸ営バスから公

営に乗ົဨが流れるので、⤖ᒁ、Ẹ営バスの

ットワークの方が㥑㏲される。だからẸ営ࢿ

バスしか㉮っていないとこࢁは、ࡦどい交通
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୙౽地域になるんです。それを公営企業体が

やってしまうというバランスを考えなきࡷい

けない。 
つไ⦆࿴が㉳こってから 16 年、この࣏ࣞ

ートが発せられてから 18 年で、状ἣは大き

くኚ化しました。18 年前の㸵ࡘのㄽᣐだけ

で公営バス஦業のព⩏を考えるのは、㝈⏺が

᮶ていると思います。今日ⓗなព⩏は、これ

からの話の中でいࢁんなࣄントがฟてきます

ので、それをࡦࡐᣠって考えてください。 
 

㸱．㊰⥺ࡐ࡞ࡣࢫࣂ⾶㏥ࡓࡋの࠿㸽 

 

(1)⊂❧᥇⟬ཎ๎ࡼ࡟る㊰⥺⥙の⥔ᣢ 

では、そもそも㊰⥺バスはなࡐ⾶㏥したの

か。Ẹ㛫企業も公営企業もྠࡌですが、᥇⟬

部門の཰┈を使って୙᥇⟬㊰⥺を⥔ᣢすると

いう「内部⿵ຓ」が経営のࣝーࣝになってき

た。特にẸ㛫バス஦業に㛵しては᏶全に࢚ࣜ

༨で、国が㊰⥺のචチを୚えてきたわけ⊃࢔

ですが、それは୍方で、ඈかる㊰⥺とඈから

ない㊰⥺とをࢭットで⥔ᣢする、ということ

を要求されたわけです。でも、バスの乗㌴人

ဨは年ࠎ減ってきて、そんなにⰋい㊰⥺が地

方ᅪにṧされているとも思えない。 
また、高㏿バスや㈚ษバスで฼ࡊやをྲྀる

というのはありᚓるわけですが、㈚ษバスも

➇தが⃭しい。今は、運㈤ᩱ金ไ度がᨵゞさ

れて、どの会社もそれなりに➼しくྲྀれるよ

うになってきていますが、㈚ษバスの業⏺も

⩌㞝割ᣐで、高㏿バスに㛵しても➇தはቑし

ているわけです。㯮Ꮠがとれる部門がẁࠎと

少なくなる中で、ඈからない部門も⥔ᣢする

ことを考えていかなきࡷいけない。 
そこで、ᗈくⷧく㊰⥺網をṧしていくしか

ない。ࡘまり、乗っているとこࢁも、乗って

いないとこࢁも୍ᚊఱ㸣๐減という形でやっ

ていくしかない。公営企業体の場合は、 ࠎ

にしてそういう形で㊰⥺網を⥔ᣢしているわ

けです。 
 

(2)ຠ⋡໬࡟క࠺㈇のࣝࣛ࢖ࣃࢫ 

௝ྎの౛です。௝ྎは、地下鉄の༡໭⥺が

᭱ึに開業し、2 年前に地下鉄ᮾす⥺という

新しい⥺㊰が開業した。༡໭⥺全⥺開業から

ᮾす⥺が開業するまでの 22 年㛫に、୍体ఱ

が㉳こったのかをᐃ量ⓗに分ᯒしました。こ

の 22 年㛫、サービス 1㸣を๐るとおᐈさん

が 1�4㸣㏨ࡆていることがわかりました。サ

ービスを 1㸣๐っておᐈさんが 0�5㸣しか㏨

なかったとしたら、福♴ᨻ⟇ⓗにはㄢ㢟がࡆ

ありますが、交通஦業としてはコスト 1㸣๐

っても཰入が 0�5㸣しか๐られなかったとい

うことですから、ຠ⋡化がᅗられています。

とこࢁがコスト 1㸣๐って、฼⏝⪅が 1�4㸣
も๐られているので、やっただけ㠀ຠ⋡にな

る。ࡘまりサービスのప下がさらなる฼⏝⪅

の㐓㉮をᣍく。これが㈇のスࣃイラࣝです。 
減らすことはຠ⋡化の 1 の᭷力な㑅ᢥࡘ

⫥ですが、ၥ㢟は減らし方です。୍ᚊこれだ

け๐るというやり方で経営をᶍ⣴していく㝈

り、ᐇは㈇のスࣃイラࣝはṆまらない。減ら

してはいけないとこࢁ、௚にㆡるとこࢁ、㏫

にㄪᩚでうまくいくとこࢁ、そういうような

シーンを᫂☜にすることによって、ᐇは㊰⥺

の᭱㐺化がᅗれます。 
฼⏝⪅が減ってサービスがษり下ࡆられる、

そしてまた฼⏝⪅が減るというᚠ⎔があるわ

けです。それで⏕⏘ᛶがప下する。それによ

ってᢞ入㈨源のࣜスクが発⏕する。これがẸ

㛫だったら、人が☜ಖできない、㌴୧が㈙え

ないという話になりますが、公営企業体は、

୍⯡会計からのᣐฟに㢗らࡊるをᚓないとい

うࣜスクになり、そこでまたサービスをษり

下ࡊࡆるをᚓないということになるわけです。 
ᢞ入㈨源ࣜスクの部分は、公営とẸ営でⱝ

ᖸ㐪うとこࢁがありますが、ᇶ本ⓗに㈇のス

イラࣝのࣜンクは୍⮴しています。それをࣃ

人口減少社会における交通まちづくり戦略　5
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いࢁいࢁなとこࢁで᩿ちษらなきࡷいけない。

᩿ちษるときには、ࢿットワーク自体をぢࡘ

め┤していくことも重要です。あるいはண㜵

⸆のように、ண㜵ὀᑕのように᭱ึから฼⏝

⪅の減少を㣗いṆめる。ࣔビࣜティ・マࢪࢿ

࣓ントや、ほගᐈのྲྀり㎸ࡳということをや

る。これも᭷力な㑅ᢥ⫥だと思います。 
౛えば横浜ᕷ交通ᒁも㈚ษバスをஂࠎに᚟

活させて、そこで㟂要がྲྀれている。このこ

とは、᭱ึのண㜵ὀᑕの部分に入ってきます。 
 
㸲．地域交㏻ᨻ⟇ࡣ「ఱࢆ」┠ᣦࡍ㸽 

 

(1)⏕άࢆᨭ࠼るࠊ交流ࢆᨭ࠼る 

交通ᨻ⟇ᇶ本ἲが 4 年༙前にできました。

私はẸ୺ඪᨻᶒᙜ᫬の交通ᨻ⟇ᑂ㆟会にタ⨨

された、「交通ᇶ本ἲ」の᳨ウጤဨ会にጤဨ

としてཧ画をしました。ἲ᱌が上⛬されたの

が 2011 年 3 月 8 日で、その 3 日ᚋに㟈⅏が

ありᗫ᱌になって、自公ᨻᶒになったときに

「ᨻ⟇」という言葉が中に௜いたἲが成❧し

たわけです。このἲᚊのᇶ本ㄆ㆑は、Ẹ୺ඪ

ᨻᶒのときにᑠጤဨ会に提♧した第 2 ᮲の

᮲ᩥと、現ᅾの自公ᨻᶒ下における第 2 ᮲

の᮲ᩥとほとんどኚわっていません。 
Ẹ୺ඪᨻᶒ期には⛣動ᶒ、⛣動のᶒ฼ಖ㞀

が前㠃にᡴちฟされていました。なࡐそれが

ぢ㏦られたかというと、ㄡがそのᶒ฼を᧦ㆤ

するのか。国か、地方公共ᅋ体か、あるいは

㈈ᨻⓗな⿬ᡴちをどう担ಖするのか。どこが

ᶒ฼を担ಖする୺体となるのか、というとこ

 。がỴめられなかったからですࢁ
日本が௚のඛ進ㅖ国と㐪うのは、交通஦業

をẸ㛫の私企業の営฼஦業としてきたという

⛥᭷な道を㎺ってきたことです。それが㞴し

くなってきたから、この 15 年ࡄらい公共ࢭ

クターが㛵わるようになった。今、国が交通

ᨻ⟇ᇶ本ἲを担ಖする㈈源として、地域公共

交通☜ಖ⥔ᣢᨵၿ஦業というண⟬が⤌まれて

いますが、これだけいࢁいࢁ言われているの

に年ࠎண⟬が๐れられています。そんな状ἣ

だから、⛣動のᶒ฼ಖ㞀はᇶ本ἲに᭩けなか

った。それでもやっていかなきࡷいけないと

全ጤဨがྠពしたキーワードが、「⏕活」と

「交流」というキーワードです。 
 

 ࡾࡃの⎔ቃ࡙「ࡅ࠿࡛࠾」(2)

ඛほど、⏕活を支える地域公共交通は「あ

ること」が大஦なんࡷࡌない、それが道ලと

して使えることが大஦だという話をしました。

このサービスが提౪されることで、ちࡷんと

㈙い≀のᶵ会をᏲれるのか、ᑵ学やᑵປのᶵ

会はᏲれるのか。そういったものをぢࡘめて

いかなきࡷいけないわけです。でもそれだけ

も重どしなࢁなくて、交流を支えるとこࡷࡌ

きࡷいけないという話もฟてきています。᭱

㏆、おᗑに行かなくてもࣇࢠトが⡆༢に手に

入るようになっています。いࢁんな手ẁで≀

はㄪ㐩することができる、サービスもㄪ㐩す

ることができるୡの中になって、ูに自分が

ฟ᥃けなくても㈙える。しかし、交通まちづ

くりのᨻ⟇としては、皆さんがおでかけして

≀やサービスをㄪ㐩できる⎔ቃづくりが大஦

です。公共交通のࢿットワークを道ලとして

ᕷẸのᬽらしをᏲり、おでかけのᶵ会を作る。

これを地域交通ᨻ⟇で、交通まちづくりのᨻ

⟇でやっていかなきࡷいけないわけです。 
交通とまちづくりを⤖び௜けるときに、大

きな自治体では土地฼⏝との㐃ᦠにὀ目をし

ます。ᑠさな自治体の場合には、㒔ᕷ計画༊

域はない、⥺ᘬきもされていないということ

で、まちづくりとの㐃ᦠって୍体ఱのことだ、

となるんですが、おでかけをしてもらう道ල

として公共交通ᨻ⟇を考えるためには、おで

かけの目ⓗが必要です。 
「国土のグランドデザイン 2050」という

中に「コンࣃクト㸩ࢿットワーク」というキ

ーワードがᶆᴶされています。これは、ㄡか
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を⾤中に集めるという話ではなく、㑹እᒃఫ

をྰᐃしているものでもありません。それࡒ

れの地域がそれࡒれの㢦をᣢっていい。それ

をࢿットワークとして⧅ࡆていくことで、

人ࠎの対流が⏕まれるということです。公共

交通のࢿットワークを作っていくときに、ᣐ

Ⅼ㛫のࢿットワーク、ࡘまり、真ん中のᣐⅬ

と㑹እのᣐⅬという、ᣐⅬ㛫を⤖ࢿࡪットワ

ークと、その㑹እのᣐⅬ、あるいは⾤中のᣐ

Ⅼまでᣢってくるࢿットワークと、この 2
がカࢁをどう᭷ᶵⓗにできるかというとこࡘ

 。をᥱってくるわけですࢠ
 
㸳．බඹ交㏻⥙の「㍈」ࢆ「ᒃఫ」と 

 るࡅࡘࡧ⤖    

 

(1)ඵᡞᕷࡅ࠾࡟る㊰⥺ࢫࣂの㝵ᒙ໬ 

では、そのための公共交通網をどのように

ල体ⓗにࢿットワーキングさせればいいのか。

私はඵᡞで 15 年㛫交通ᨻ⟇に㛵わっていて、

ඵᡞᕷの公営企業体と႖ࠎㅈࠎの㆟ㄽを 15
年㛫やってきています。ඵᡞでは、ᣐⅬ㛫を

で公営企業体ࢁットワークというとこࢿࡪ⤖

とẸ営バスが➇合している。➇合していると

こࢁはものすࡈく本ᩘがከいけれども、୧方

とも㉥Ꮠ㊰⥺でした。だったら共通して஫い

にㄪᩚして動かしていけばいいࡷࡌないかと

いうことで、公営とẸ営がタッグを⤌んで高

いရ㉁をຠ⋡ⓗにやれるとこࢁを作っていき

ましࡻうとなりました。それが『⫱てるᖿ⥺

㍈』の考え方です。 
㟷᳃┴ඵᡞᕷは人口 23 ୓人の㒔ᕷで、ᮾ

ி㥐からわずか 2 ᫬㛫 36 分で着きます。ඵ

ᡞ㥐の周りには、࣍テࣝと㣧ࡳᒇさんとࣟー

ンしかありません。そこから⾤中までࢯ �
キࣟࡄらい㞳れていて、その㛫を公営のᕷ営

バスとẸ㛫の༡部バスという会社の 2 、がࡘ

経㊰の㐪う⣔⤫もྵめて 22 ⣔⤫運行してい

ました。以前のࢲイࣖでは、༗前 � ᫬ྎをぢる

と 03� 1�� 28� 31� 40� 43� 46� 5� 分と、こんな

に㉮っている。2 社で合わせて 1 日 112�5  

᚟も㉮らせたんです。ඵᡞ㥐から中心⾤の㛫

を 112�5  ᚟というのは、ᮾி㸫新大㜰を⤖

�、よりも本ᩘがከい。そしてࡳࡒのࡪ�03
から ��1� は 14 分✵くんですが、40� 43� 46
は 3 分࣊ッドなんです。 
なんでこうなるのか。㥐ではᕷ営と༡部バ

スで乗り場が㐪っていましたが、㏵中の೵␃

場は 1 本の࣏ーࣝです。㥐から全ဨが乗っ

てくるわけではなく、㏵中の೵␃場からẁࠎ

と人を乗せてඵᡞの⾤中までྥかっていくわ

けですから、೵␃場にඛに着かせたほうが཰

入を☜ಖできますよ31。ࡡ 分と 43 分を㉮ら

せる公営交通はࢲイࣖᨵ正で、� ᫬ 40 分の

༡部バスの前の 38 分発にしようと考えるで

しࡻう。そんなことを繰り返していけば、

20 分ࡄらいバスが᮶ないとこࢁと、5 分で 3
ྎも᮶るとこࢁがฟてくるわけです。 
経済原⌮ではྛ企業の཰入の᭱大化がඃඛ

されますが、それでは全く฼౽ᛶを高めない

ので、10 年前の 2008 年から 10 分おきに交

஫の運行にしました。それにより、トータࣝ

で運行本ᩘが減らせました。運行本ᩘを減ら

してコスト࢘ࢲンし、しかもおᐈさんに分か

りやすいࢲイࣖになって、対前年比 6�4㸣で

乗ᐈをఙばせましたから、㉥Ꮠ㊰⥺を㯮Ꮠ化

できました。ࡘまりコードシ࢔࢙によるရ㉁

ྥ上です。 
⏕⏘年齢人口がどんどん減っていく中で、

地方のẸ営の஦業⪅は乗ົဨの☜ಖが㠀ᖖに

㞴しい。しかも、ከくの㌴୧をᢞ下すると、

㌴୧の᭦新も㠀ᖖに大ኚで、Ẹ㛫だけでは

20 分に 1 本しか㉮らせられない。けれども、

公営と合わせ 10 分に 1 本とすることで㉁を

高めることができる。ࡘまり㉁を高めるため

のࣞࣉイࣖーとしての公営企業体というのが、

ඵᡞの公営交通のព⩏です。それでもඵᡞᕷ

営バスの営業ಀᩘは、共ྠ運行㸦コードシ࢙
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㯮Ꮠでࡡに㛵してはᴫࢁ㸧をしているとこ࢔

す。1 ㊰⥺だけ㉥Ꮠがあるんですが、ᚋはᇶ

本ⓗには㯮Ꮠをྲྀれています。 
 

（2）ᒃఫㄏᑟ地域とᖿ⥺㍈のタᐃ 

ඵᡞᕷの場合、公共交通網形成計画の中で、

公共交通の฼⏝が౽฼なఫࡴ地域を᫂☜にし

ており、᫨㛫でも 20 分に 1 本のバスを☜ಖ

することが఩⨨づけられています。㒔ᕷ計画

の中で❧地㐺正化計画というไ度があり、ᒃ

ఫㄏᑟ༊域をᐃめることができるのですが、

ඵᡞᕷでは「コンࣃクト㸩ࢿットワーク」を

ᐇ現していくため、ᒃఫㄏᑟ༊域を公共交通

が౽฼な地域と重ࡡました。交通ᨻ⟇として

バス㊰⥺のᖿ⥺㍈をᡴちฟしたことによって、

土地฼⏝の計画とか、௚分㔝の計画と㐃ᦠす

る素地になりました。 
国ໃㄪᰝの࣓ッシࣗデータをぢてࡳますと、

ᖿ⥺㍈ἢいは、࢚コ通໅が┒んで、㌴に㢗っ

た通໅を行っていないということが分かって

きました。その୍方で、༊画ᩚ⌮で人口ቑ加

している地域があることも分かります。ඵᡞ

は年㛫で⣙ 1000 人の人口が減っていますが、

この༊画ᩚ⌮された地域は少なくともあと

20 年ࡄらいは減らないというᑗ᮶ண があ

ります。しかし、ここはさきほどのᖿ⥺㍈か

らእれていました。㒔ᕷ計画からぢると、こ

れから人口がቑえていくとこࢁにᖿ⥺㍈をタ

ᐃすることが自↛ですから、交通ᨻ⟇ではᖿ

⥺㍈をもう 1 回再᳨ウして、᮶年 4 月 1 日

のࢲイࣖᨵ正でᖿ⥺㍈を経㊰ኚ᭦するணᐃで

す。 
 

㸴．「౪⤥⪅┠⥺」の᝟ሗᥦ౪ࡽ࠿の 

  ⬺༷とබ営ࡀࢫࣂᯝࡍࡓᙺ๭ 

 
(1)ぬࣖ࢖ࢲ࠸ࡍࡸ࠼のタᐃ 

特に㒔ᕷ部では、ぬえやすいࢲイࣖがとて

も大஦です。私はṊⶶ㔝ᕷの地域公共交通活

ᛶ化༠㆟会のᗙ㛗もົめていて、࣒ーバスに

㛵わって 10 年、ኻᩋㄯですがこんな経㦂を

しました。࣒ーバスの 3 ྕ㊰⥺は、Ṋⶶቃ

㥐を㉳Ⅼとしたᚠ⎔㊰⥺です。ᑠ田ᛴバスか

ら乗ົဨのఇ᠁がなかなかྲྀれないというㄢ

㢟がฟてきたので、ᖹ成 24㸦2012㸧年 8 月

から運行㛫㝸を 20 分㛫㝸から 22 分㛫㝸࡬

とኚ᭦したんです。運行経㊰は全くኚ᭦して

いません。たった 2 分しか運行㛫㝸をቑや

していないのに、฼⏝⪅は 25㸣も減りまし

た。1 ౽ᙜたりの乗ᐈᩘも減って、さきほど

の㈇のスࣃイラࣝの通りでした。 
それでṊⶶ㔝ᕷはࢲイࣖをඖにᡠしました。

運行㛫㝸を 20 分にᡠすと乗ົဨをቑやさな

ければいけないので経㈝ቑですが、乗ᐈを

25㸣ኻったということは、25㸣の福♴をኻ

ったということになりますので、Ṋⶶ㔝ᕷは

発᝿を㌿᥮しました。よりከくの人に使って

もらうため、㊰⥺を⥔ᣢするためのᢞ㈨とし

て㈈ᨻ支᥼のỴ᩿をしてくれたわけです。こ

のỴ᩿までに 2 年༙ࡄらいかかりました。

㛫㝸をቑやすことをỴめたᖹ成 24 年、ጤဨ

の㐣༙ᩘは㈶成だったんですが、このときあ

るバス会社のጤဨは「฼⏝⪅が⤯対に減る」

と཯対しました。通ᖖの༠㆟会でᗙ㛗は手を

ᣲࡆられませんが、ᗙ㛗の私もಶ人ⓗに減る

と言った中でỴまってしまった。しかし、༠

㆟会のなかでࣔࢽタࣜングをきちんとやった

ので、ඖにᡠす合ព形成ができました。 
公営企業体の役割は、こういうサービスを

ちࡷんと提౪するとこࢁも大きいと思います。

Ẹ㛫だったら᭱㐺化してバラバラな࣊ッドで

しか運行しないけれども、公営企業体のバス

だったらᖿ⥺㍈は⤯対に 10 分࣊ッドで᮶る。

もちࢁん῰⁫がありますからẁࠎワまってい

ったりᗈがっていったりしますけれども、横

浜㥐発や川崎㥐発は 10 分㛫㝸になっていま

すといったようなရ㉁を☜ಖしていく。これ

も公営交通のᏑᅾព⩏と思っています。 
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(2)㸱ࡘのࢳࢵ࣐ࢫ࣑ 

なࡐ公共交通が使われないのかというと、

「ㄪべたけど使えない」という話と、「ㄪべ

方が分からなくて使えない」という話と、

「そもそも公共交通を使う⏕活スタイࣝが㑅

ᢥ⫥にない」という人もたくさんいます。ᇸ

玉┴の⛛∗地域で『バス交通࡬の‶㊊度』の

のᬽらࠎートㄪᰝが行われました。日ࢣン࢔

しの中で、公共交通を必要としている人でも

自分の᭱ᐤりのバス೵がどこにあるのか▱ら

ないという⤖ᯝがฟました。公共交通を使わ

なくてもいいと言っている人が▱らないとい

うのは分かりますが、必要としている人にも

情報がᒆいていないというのが、バス交通だ

と思います。 
また、᭱㏆はインバ࢘ンドが┒んに言われ

ています。ᮾ໭もẁࠎቑえてきましたが、౛

えば、「トࣜッ࢔ࣉドバイザー」というୡ⏺

᭱大の᪑行サイトとᶆᴶしているサイトがあ

ります。そこに、今は㛢㙐されてしまったん

ですけれども、トラベࣝ࣎ットというࣟࣈグ

サイトがあって、「௝ྎ」と交通手ẁの」合

᳨⣴をかけてࡳると、自動㌴を使った話はほ

とんどなく、バスのほうがከいんです。 
日本の分担⋡として考えたら真㏫なんです

けれども、インバ࢘ンドの人たちはできる㝈

り⛣動にお金をかけたくないので、公共交通

を本ᙜによく使います。㊰⥺バスや地下鉄に

インバ࢘ンドのಶ人᪑行の人たちがサラッと

乗ってくる。そうすると、そういう方ࠎがち

んと使えるような⎔ቃというのを作っていࡷ

かなきࡷいけないということですよࡡ。 
ඵᡞᕷのバス೵に「ඵ日⏫・୕日⏫」とい

うྡ前がありました。バス会社によってྡ前

が㐪っていて、ึめて᮶た人には᱌内するこ

とができない。「ඵ日⏫」はẸ㛫バス会社、

「୕日⏫」は公営企業体で、それࡒれ「うち

がやってきたఏ⤫ⓗなྡ前だからㆡれない」

と言いᙇるんです。これではいけないという

ことで、中心ᕷ⾤地にある㸳ࡘのバスのりば

を「中心⾤ターミࣝࢼ」というྡ前に⤫୍し

たうえで、㸯␒から㸳␒のりばという運⏝に

しました。また、バス㊰⥺ᅗでは、ᮾிの地

下鉄のようにラインカラーを作って、౛えば

1 ␒乗り場だったら໭のほうに行く P 方㠃と

+ 方㠃。2 ␒乗り場だったら のほうに行く

0 方㠃というような形で、乗り場と方㠃を 1
対 1 対ᛂさせました。全部トータࣝでデザ

インするというのがඵᡞᕷの考え方で、Ẹ㛫、

ᕷ営ၥわず全部ྠࡌ⣔⤫␒ྕとラインカラー

にしています。高齢⪅の฼⏝がከいのにఱで

うࢁベットにするんだ、ㄞめないだ࢓ࣇࣝ࢔

と┦ᙜ言われました。でも₎Ꮠは㡢ㄞࡳとカ

ㄞࡳがあるから᱌内できないんです。 
 

 ࢢࣥࣜࣂࣥࢼ୍⤫(�)

ᇸ玉┴の⛛∗地域では、すṊバスと୍⥴に

やりました。⛛∗ᕷをྵめ 1 ᕷ 4 ⏫の⠊ᅖ

で全部ࢼンバࣜングを᪋しました。どちらの

方㠃に行くかを࢓ࣇࣝ࢔ベット 1 ᩥᏐで、

⛛∗ᕷ❧⑓㝔に経⏤するのは⑓㝔のࣆクトグ

ラ࣒も入れるというように、全部トータࣝで

やりました。ᛴ行୕ᓟ神社行きというバス㊰

⥺があります。インバ࢘ンドの方がたくさん

乗っています。なࡐインバ࢘ンドの人にバス

が使われるようになったのかというと、皆さ

んは 0 のࡘいたバスに乗ればいいとだけ᱌

内すればよい。ただそれだけのᕤኵで、たく

さんの方が乗ってくるんです。౪⤥⪅目⥺か

ら⬺༷したぢせ方をしていくことによって、

インバ࢘ンドのಶ人᪑行㟂要も᥀り㉳こすこ

とができるわけです。 
横浜では、ᱜᮌ⏫の࣍ー࣒࣌ーࢪの᱌内を

ぢるとఱ␒乗り場と᭩いてあるんですが、�、
� ␒乗り場は௚バス஦業⪅ですと᭩いてある。

これが౪⤥⪅目⥺です。ி㒔ᕷも࣍ー࣒࣌ー

にはᕷ営バスの᱌内しかฟていないんですࢪ

が、౛えば &2 とか &3 の乗り場のとこࢁに

人口減少社会における交通まちづくり戦略　9
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は、ி㜰バス㸦ۑۑ方㠃㸧と᭩いてあるんで

す。こっちに行く௚社⥺がこれだと᭩けば、

ᚋは௚社⥺をㄪべてくれるわけですから、᭱

ప㝈でいいんです。௚社のࢲイࣖᨵ正まで対

ᛂできないから、こういう᭩きࡪりになって

いると思うんですが、どこにۑۑバスが㉮っ

ていることを㢌でᩚ⌮できている人はマ࢔ࢽ

しかいません。そう考えると、情報提౪の௙

方を考えなきࡷいけない。 
ி㒔ᕷは、Ⰽをฟすために /(' 全部を方ྥ

ᖥにᡠしちࡷったんです。ᙜ᫬はࣝࣇカラー

/(' がそんなにまだᬑཬしていなかったの

で、わかりやすく⾲現するために௜けたⰍが

分かるように全部方ྥᖥ㌴にᡠして、ி㒔㥐

のバス乗り場の᱌内もᶆ‽化させた。こうい

うことをやってもඈかるかどうか分からない

ですから、Ẹ営バスにはできない。サインを

ࣜードして、௚の஦業⪅にもはまるようなᯟ

提౪することによって、公営企業体のᏑࡳ⤌

ᅾព⩏がฟてくるということになります。 
 
(4)බ営交㏻ࡼ࡟るရ㉁ಖド 

㟷᳃ᕷ営バスの経営再ᘓは、15 ㊰⥺のう

ち 4 の㯮Ꮠ㊰⥺と、㉥Ꮠのࡘ 6 の㊰⥺まࡘ

では内部⿵ຓで⥔ᣢできるので、ṧりの 5
㊰⥺をẸ㛫に⛣ㆡしますという考え方でした。

私は、それなら㍺㏦原౯がᏳいẸ㛫に全部௵

せれば 15 まで内部⿵ຓできる、公営交通の

Ꮡᅾព⩏はそういうとこࡷࡌࢁないですよࡡ、

というၥ㢟提㉳をしました。公営企業の場合

には、⟶⌮ጤクで経営再ᘓを乗りษࢁうとさ

れることが少なくないわけですが、営業ᡤ༢

఩でやるわけですࡡ。人௳㈝のᅽ⦰はᅗれま

すが、そこでぢ㐣ࡈしてしまうのは、その中

に㆟会やᕷẸの皆さんからᙉく要ᮃされた要

ᮃ㊰⥺とか、さっきඵᡞでお話したようなᅋ

Ꮚ運㌿の状ែで᫂らかに⏕⏘ⓗとは言い㞴い

㊰⥺です。 
Ẹ㛫஦業⪅は㟂要に合わせてྎᩘをỴめる

ので、ࣃターンࢲイࣖはやりにくいことがあ

る。୍方、公営企業体は、ྎᩘをᅛᐃしてサ

ービスをỴめるので、ࣃターンࢲイࣖはやり

やすい。公営のほうがそのⅬにおいてはᙉࡳ

があります。 
そう考えると公営企業体に期待される役割

は、公共交通網のရ㉁ྥ上にᐤ୚することが

1 ⤥て౪ࡌだと思います。Ẹ営は㟂要にᛂࡘ

量をᐃめる。ඛほどṊⶶ㔝の౛でお話したよ

うに、ࣃターンࢲイࣖにしてရ㉁を高くして

いくとຠ⋡がᝏくなることがあるんです。し

かし公営が共ྠ運行もྵめて考えていくと、

そういうことがなしᚓるので、㏫に㒔ᕷᨻ⟇

とか㒔ᕷ戦略というとこࢁと⤖び௜けられる

わけです。そういうရ㉁ಖ㞀をする公営交通

の役割は大きい。 
それから、Ẹ㛫に௵せても୙᥇⟬かࡘప཰

入で、௚の交通ࣔードや௦᭰えも㞴しい中で、

ᕷẸ⏕活に୚える౽┈がㄆめられるサービス

を⥔ᣢする役割は、౫↛として公営に求めら

れます。地域公共交通会㆟の㆟ㄽをうまく使

って、自分たちでは㠀ຠ⋡な㊰⥺をこっちに

᣺りྥけて、ࡴしࣁࢁイࣜࣈッドに考えてい

くことが公営のやるべきことです。 
 

㸵．「ࣛࣝ࢖ࢱࢫࣇ࢖」ࢆᥦ᱌ࡍる 

    බඹ交㏻ 

 

 ⩏るព࠼⪄ࢆࡾࡃ࡙ࡕࡲࡽ࠿ࢫࣂ(1)

᭱ᚋに、バスからまちづくりや福♴を考え

るということをお話します。 
地域公共交通のၥ㢟は、10 年前だったら

฼⏝⪅が減ってどうするんだということが中

心だったんですが、今は必ずしもそうではあ

りません。おでかけඛがない、おでかけのきっ

かけがない、おでかけのᴦしࡳを▱らないᕷ

Ẹのቑ加がㄢ㢟どされています。また。Ẹ㛫

のバス・タクシーもཝしい状ἣに⨨かれてい

ますから、ၥ㢟がከᵝ化、」㞧化している。
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しかも、コンࣃクトシティから「コンࣃクト

㸩ࢿットワーク」になってきたことで、地域

内あるいは地域㛫での対流というとこࢁまで

目⥺をᣢってくる必要がฟてきました。 
交通のၥ㢟を交通だけで考えてはいけない。

要するに、交通をᇶⅬとして⥲合ᨻ⟇を考え

るという᫬௦になったわけです。 
これは情報提౪の౛ですが、ඵᡞᕷ営バス

は᭱㏆、コンビࢽとか⑓㝔にバスの᥋㏆⾲♧

をࡘけています。スマ࣍をᣢっていない方も

ከいのでこういうことがすࡈく大஦になって

くる。交通情報を⏕活✵㛫と⤖び௜けて考え

るということは、ᾏእではᅽಽⓗによくやら

れています。ドイࢶでは鉄道㥐構内のࣃンᒇ

でも、あとఱ分で㟁㌴が᮶ますとฟしていま

すし、人が集まる場ᡤにバスやトラ࣒があと

ఱ分で᮶ますとࣃッと分かるようなものがタ

えられていて、⏕活✵㛫の中にさりࡆなく情

報が提౪されている。 
また、ඵᡞとか㟷᳃┴では「バスࣃック」

というコラၟ࣎ရをたくさん኎りฟしていま

す。これは、⾤の㨩力ⓗなおᗑや᪋タと公共

交通の乗㌴ๆをコラ࣎させたものです。1 ␒

の኎れ➽ၟရは㞄の஬ᡞ⏫と㐃ᦠした㤿⫗バ

スࣃックで、ᑿ形、బࠎᮌ、高ᶫというಶ人

ᗑが㤿⫗の⏕⏘・加ᕤ・流通と「6 ḟ化」を

以前から行っていました。これを公共交通と

⤖びࡘけることによって地域の経済ᚠ⎔を⏕

、ฟす。୍ぢさんが入りにくいతまいなのでࡳ

ることがࡆ化することでᩜᒃを下ࢪーࢣッࣃ

できるわけです。しかもマイカーࡷࡌないか

らከ少㣧めますということで、まちと公共交

通を⤖びࡘけるこんなᰂらかいྲྀり⤌ࡳがあ

ります。 
 

(2)地域බඹ交㏻のࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ 

こうしたࢿットワークづくりやまちづくり

との㐃ᦠを、≌ᘬして考えるのが地域公共交

通会㆟だと思います。地域公共交通会㆟は、

言ってしまえば特༊会㆟で、道㊰運㏦ἲでつ

ᐃされているものの上乗せや横ฟしができる

ᶵ㛵です。これをうまく使うと、いࢁんなス

テークࢲࣝ࣍ーの合ព形成がᅗられるだけで

はなくて、஦業⪅としてやりたいことや行ᨻ

としてやりたいᨻ⟇もできます。 
ඵᡞの場合は、公共交通会㆟の下に✚ᴟⓗ

な分⛉会というものをタけてほࡰ月 1 回、

㈨ᩱᣢちᐤりでやっています。よーいドンで

ពぢがࡘࡪかることもあるんですが、それは

それでいいんです。そういう中でࣗࣜࢯーシ

ࣙンが⏕まれてくる。ぶ会㆟だけやってしࡷ

んしࡷんと⤊わる形だと全くⰋいものが⏕ࡳ

ฟされない。ఏえる、ほめる、⪺くという

࣒ー࣍は、ᕷの「⟽んពぢࡐんなでかいࡳ」

〕ことができます、おࡪに㣕ࡄからすࢪー࣌

めの言葉はほとんどないですが、いࢁんな࢔

イデ࢔とかおྏりをཷけます。そういうもの

をᮦᩱにしながらの㆟ㄽもやっています。 
 

(�)㘽と࡞る「のࡾࡃ࡙ࢁࡋࡾ」 

「ラストマイࣝ」といわれる、ᬽらしの㊊

のඛ➃のၥ㢟は、㝽㛫で⏕ࡌていることが少

なからずከいわけです。౛えば、交通行ᨻと

福♴行ᨻの㝽㛫にあるࢣースでは、自分のᚓ

ព分㔝を少しᗈࡆて≀஦が考えられれば、㝽

㛫をᇙめることもできますし、全体のࣃイも

ᗈࡆることができるわけです。地域の活ᛶ化、

ඛほどの対流の促進というとこࢁまで㈉⊩で

きるんࡷࡌないかと思います。 
ⓑࢼンバーは自ᐙ⏝、⥳ࢼンバーは営業⏝

と༊分するためにⰍを分けているわけですが、

公共交通手ẁをいわࡺるラストマイࣝまでど

うやってサービスを行きᒆかせるのかという

ときには、いࢁんなࣗࣜࢯーシࣙンがありま

す。乗合交通の࢘ࢲンサイࢪングは、㊰⥺バ

スからデマンド交通やコミࣗࢽティバス、ᑠ

型㌴୧にする。神奈川┴内でもそういうྲྀり

は┒んで、全国でもすでに┒んに行われࡳ⤌

人口減少社会における交通まちづくり戦略　11
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ています。᭱㏆では、タクシーをもっとうま

く使えないかという動きがฟてきていますし、

自ᐙ⏝㌴もྵめて考えていくという発᝿も着

目されています。 
道㊰運㏦ἲの⠊␪のእഃにある、いわࡺる

↓ൾ㍺㏦という形ែもその中にはྵめられて

いるわけですࡡ。ከᵝな交通手ẁでラストマ

イࣝを支えていくときに、どんなことを考え

なきࡷいけないのかという話です。行ᨻが発

ពをするのか、ᕷẸが発ពをするのかはいࢁ

いࢁで、いࢁんなࣃターンのࢭࣟࣉスがあり

ます。そうした地域の皆さんと୍⥴に、行ᨻ

や交通஦業⪅の皆さんと୍⥴に、ᨻ⟇を進め

ていく場㠃では、のりしࢁを作ることが大஦

だと思っています。 
私はそれを地方自治ᨻ⟇の中でᐇ現しよう

としていて、ᒣ形ᕷの㑹እ地༊で 10 年ࡄら

いお手ఏいをしてきました。そこはᒣ形㥐か

ら 10 キࣟࡄらい㞳れていて、㐌 1 日しかバ

スが運行されていなかったため、運行本ᩘを

ቑやしてḧしいと地ඖの皆さんが思っていた

地域です。᭱ึは㆟会に要ᮃされたのですが、

௚にも㐌 1 日というバス㊰⥺の地域があっ

たので、なかなか❧ち行かなかった。それで、

地域で༠㆟会を作ってバスの運行を担えば、

その༠㆟会に対しᒣ形ᕷがᐃ㢠で支᥼金をฟ

すというゎỴ⟇を提᱌して、地ඖの人たちが

⤌⧊化をしました。 
㈝⏝の㠃では、ᒣ形ᕷが㐌 1 日バスを運

行していたわけですから、ᕷはそのࡄらいの

経㈝をฟせるでしࡻうということでᕷと交΅

して、㐌 1 日バスを೉り上ࡆる金㢠を上㝈

に、ᒣ形ᕷが༠㆟会に経㈝を支ฟするという

ことになりました。 
また、バスをㄡが運行するのかということ、

まり自分たちでやるのか、業⪅に௵せるのࡘ

かというようなことも༠㆟会でỴめて、地ඖ

のタクシー会社にお㢪いをすることになりま

した。それでも༠㆟会の皆さんは道㊰運㏦ἲ

などのไ度を▱る⏤がないので、ᒣ形ᕷがそ

ういうとこࢁをサ࣏ートしています。運行ጤ

クをཷけたタクシー会社は「こういうとこࢁ

を回すと᫬㛫が㛗くかかってしまいますよ」

とか、「この⑓㝔はいࡘも㓄㌴していますか

ら、೵␃ᡤの఩⨨を交΅しておきます」とい

うような༠力をしてくれます。地ඖの皆さん

と行ᨻと交通஦業⪅が、それࡒれ自分ができ

ることをฟし合ってㄢ㢟をクࣜ࢔している。

これこそがまさに「のりしࢁ」づくりの౛で

す。 
国㝿ⓗには 6'*V、:+2 でも࢚イࣞࣇࢪ

ンドࣜーシティというᴫᛕがあります。こう

したᴫᛕを⥲ᣓしていくと、㉸高齢社会では

使える公共交通、⛣動手ẁをᣢ⥆ⓗ、かࡘ合

⌮ⓗに提౪し社会ཧ加を促すことが重どされ

ます。高齢⪅が使える公共交通とか社会ཧ加

を促すというのは、ᚑ᮶は福♴ᨻ⟇ⓗな目⥺

がᙉいですが、ᣢ⥆ⓗ、かࡘ合⌮ⓗに提౪す

るというのは交通ᨻ⟇にᙉࡳがあります。こ

ういう場㠃に福♴サービスと交通サービスは

のりしࢁをฟし合わないと対ᛂができないと

いうことです。いࢁんなことができるように

なった中で地域がᢪえているၥ㢟を考えてい

くというのが、これからの地方自治行ᨻの役

割だと思います。 
 
 

ͤ⦅集㒊㏣グ 

吉田准教授は『月ห自治研』2018 年 10 月

ྕ㸦᭱新ྕ㸧にも「㉸高齢社会の⛣動手ẁ☜ಖ

に求められる自治体の役割」をᇳ筆されていま

す。こちらもేせてࡈཧ↷ください。 
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 葉ᒣ⏫㆟会が ����㸦ᖹ成 ��㸧年 �月に㆟会ᇶ本᮲౛をไᐃしてから �� 年を㏄える。神奈川自治

研ࢭンターඖ⌮஦で葉ᒣ⏫㆟会㆟ဨの横ᒣすࡳᏊ氏は、ᕷẸと㆟ဨの᮲౛づくり交流会㆟運営ጤ

ဨ・自治体㆟会ᨵ㠉࢛ࣇーラ࣒呼びかけ人として全国の自治体㆟会ᨵ㠉を目ᣦす活動にも✚ᴟⓗに

ཧ加しながら、葉ᒣ⏫㆟会の㆟会ᇶ本᮲౛ไᐃやそのᚋの㆟会ᨵ㠉をこれまでࣜードしてきた。以

下は、葉ᒣ⏫㆟会ᨵ㠉のこれまでの㊊㊧と今ᚋのㄢ㢟にࡘいての横ᒣすࡳᏊ氏の࣏ࣞートである。 

             

  
１．ⴥᒣ⏫㆟会ᨵ㠉࡛ࡲのࡳࡺ࠶ 
 

(1)ⴥᒣ⏫の⤂௓ 

葉ᒣ⏫は、୕ᾆ༙島のす໭部に఩⨨し、横

㡲㈡と㏸Ꮚに㞄᥋、┦ᶍ‴に㠃して、周ᅖを

పい⥳のᒣにᅖまれたᑠさな⏫である。 

鉄道の㥐はなく、ᮾிや横浜➼に通໅する

ఫẸがከい。人口⣙ ������人。高齢化⋡は

��㸣を㉸えているが、ここఱ年か �� ௦、��

௦の㌿入がቑえている。 

ᑠ学ᰯの入学ணᐃ⪅もᚤ減がᩘᰯ、� ᰯは、

これからᩘ年はቑ加のぢ通しである。 

⏫㆟会は、㆟ဨᐃᩘ �� ྡ。現ᅾはዪᛶが

� ྡ、⏨ᛶが � ྡと、ዪᛶの比⋡が ��㸣を

㉸えている。㸦ぬせい๣ၥ㢟で、� ྡがḞ

ဨ㸧 

 
(2)㆟ဨࡽ࠿࡚ࡗ࡞࡟⊛ຮᙉࡍるࡇと࡟ 

（ؐᶓᒣのయ㦂ࡽ࠿）ؐ  ㈈ᨻࡀᇶᮏ㸟 

私は、���� 年の⿵Ḟ㑅ᣲで⏫会㆟ဨにึ

ᙜ㑅。┤ᚋに㆟会஦ົᒁからண⟬᭩・Ỵ⟬

᭩・⥲合計画などを手渡された。ᩥᏐやᩘᏐ

はㄞめてもそのព

࿡合いを⌮ゎでき

ていない自分に、

大きな⾪ᧁをཷけ

た。周ᅖに行ᨻや

㆟会にࡘいて┦ㄯ

できる人もなく、

㆟会஦ົᒁ㛗に、

ண⟬Ỵ⟬や行ᨻの௙⤌ࡳなどにࡘいて、担ᙜ

する⫋ဨからࣞクチࣕーしてほしいと౫㢗し

た。「こんなことึめて㸟」とびっくりされ

ながらも、私୍人のために研修の場を作って

くれた。 

ᙜ᫬の཰入役が、㈈ᨻ担ᙜ⫋ဨをకって、

っくりࣞクチࣕーをᐇ᪋。᭱ᚋに、「㆟ဨࡌ

たちはⰍࠎな提᱌をされるが、まず㈈ᨻၥ㢟

をよくຮᙉしてからྲྀり⤌んでください」と、

 。ドバイスされた࢔

地方自治研究ࢭンターの㈈ᨻ講ᗙや㈈ᨻ分

ᯒの講ᗙにできるだけཧ加するようになった

のは、この࢔ドバイスがきっかけである。᭤

がりなりにも㈈ᨻ分ᯒを自分でやってࡳて、

ࠝ㆟会ᨵ㠉ࣞࠞࢺ࣮࣏ 

 

ᜭ会ؕஜவ̊СܭẦỤ ᵏᵎ ထᜭ会ഏのἋἘὊἊにӼけてὲޛẆᓶ࠰

 

 ⴥᒣ⏫㆟会㆟ဨ㸭（බ♫）神奈川┴地方自治研究࣮ࢱࣥࢭ研究講ᖌ ᶓᒣࡳࡍᏊ

 
 写真 
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 14

⏫や国の㈈ᨻを少しずࡘ⌮ゎし始めた。 

ᙜ᫬は、㈈ᨻ担ᙜ⪅に⏫の「Ỵ⟬カード」

の提ฟを求めても、「ఱに使うのですか」と

大ኚ㦫かれ、すࡄにはもらえなかった。 

���� 年のኤᙇᕷ㈈ᨻ◚⥢のᚋ、⥲ົ┬の

方㔪もኚわり、地方自治体も✚ᴟⓗに㈈ᨻの

内容を▱らせるようになった。���� 年のኤ

ᙇシࣙックは、「自治体も◚⏘するのか」と、

㈈ᨻၥ㢟にあまり㛵心のなかったఫẸとも⏫

の㈈ᨻၥ㢟をຮᙉできるきっかけとなった。

㈈ᨻ分ᯒから、㈈ᨻぢ通し࡬とྲྀり⤌ࡳを進

めている。 

公共᪋タ➼の⪁ᮙ化に対ᛂするための「公

共᪋タ➼⥲合⟶⌮計画」のᐇ᪋計画⟇ᐃも、

㈈ᨻၥ㢟をᢤきには㆟ㄽできない。 

 
(�)㆟会ࠊఱとࡷࡕࡃ࡞ࡋ࠿㸟 

ึᙜ㑅した᫬は、㆟ဨᩘは �� ྡ。ほとん

どの㆟ဨは地域の᭷力⪅であった。㑅ᣲで⏫

Ẹのಙ௵をᚓているから、Ỵᐃは௵せてもら

っているというព㆑がᙉく、㆟会࡬の⏫Ẹཧ

加はḼ㏄されていなかった。 

ึめてのዪᛶ㆟ဨだが、いࡌめられたりす

ることはなかった。ಖᏲ⣔会ὴの௦⾲やྂཧ

㆟ဨの୍部が、㆟会にも新しい力が必要だか

らと、� 人で✺っᙇることもある私を、⾲で

も⿬でもᗊってくれたことは、ありがたいこ

とであった。 

よりよい㆟会にしたいという熱ពはほとん

どの㆟ဨがᣢっており、少しずࡘᨵ㠉を提᱌

し、᫬㛫はかかったが、進んでいった。 

しかし、⏫Ẹからぢれば、ಙࡌがたい㐜さ

のᨵ㠉で、ⱞປして 進めてᨵ㠉の報ࡘずࡘ�

࿌をしても、「そんなことやってなかった

の㸽」と言われる場㠃がከくあった。ᙜたり

前のことができていなかったのだと、཯┬さ

せられた。㆟会のᖖ㆑はᕷẸの㠀ᖖ㆑とよく

言われるが、୍㠃ᙜたっている。 

㆟会の現状に␲ၥをᣢちながらも、㆟会で

のල体ⓗなᨵ㠉は、本ᙜに୍Ṍ୍ṌのṌࡳで

あった。 

㆟会の情報公開にྥけた㆟会だより発行に

㛵する㛗᫬㛫の㆟ㄽ、ጤဨ会ഐ⫈の原๎公開

までの道のりの㛗さ、㆟ဨ୍人ࡦとりの⾲Ỵ

の㆟会だよりでの公開、㆟会࣍ー࣒࣌ーࢪの

開タなど、今ではᙜたり前のことだが、ᐇ᪋

するためには大ኚなࢠࣝࢿ࢚ーが必要で、Ẹ

୺୺⩏の㞴しさを࿡わった。 

ㄳ㢪・㝞情➼のᑂᰝは、「ഐ⫈の方がいる

とẼがᩓる」などのពぢもฟたが、原๎公開

㸦ጤဨ㛗がチྍしてからጤဨ会ᐊに入ってい

ただくのではなく、始まる前から入ᐊできる

やり方㸧にኚえても大きな支㞀はなかった。 

௚の㆟会ではどのような進め方をしている

か、ㄪᰝしている中で、໭ᾏ道ᰩᒣ⏫㆟会の

㆟会ᇶ本᮲౛ไᐃにฟ会った。 

 

㸰�「㆟会ᇶᮏ᮲౛ไᐃ」࡬㸟 

 

(1) ᚰ㟈࠼るయ㦂͐͐ᰩᒣ⏫㆟会ᇶᮏ᮲౛の

⾪ᧁ 

ኤᙇᕷの㈈ᨻ◚⥢とྠࡌ ���� 年に、ኤᙇ

ᕷ㞄᥋のᰩᒣ⏫で、「㆟会ᇶ本᮲౛」がไᐃ

されたとの情報をᚓて、そのᩘか月ᚋ、ᮾி

で開催した会㆟㸦ᕷẸと㆟ဨの᮲౛づくり交

流会㆟㸧に、ᰩᒣ⏫のᶫ場㆟㛗をおᣍきした。 

地方分ᶒ୍ᣓἲのไᐃをきっかけに、自治

する力をᙉめるために᮲౛づくりを進めるこ

とを目ⓗの㸯ࡘとする会㆟であったが、ᶫ場

㆟㛗のお話は、ᅽಽⓗな㏕力があった。 

���� 年 � 月 �� 日、「ᰩᒣ⏫㆟会ᇶ本᮲౛」

が、全国⣙ ���� の自治体の中で、ึめてไ

ᐃされた。地方分ᶒ୍ᣓἲ᪋行をきっかけに

ྲྀり⤌んだ㸲年༙にわたる㆟会ᨵ㠉の集大成

を᮲౛としたもので、この᮲౛は୍ᮅ୍ኤに

できたものではないと、᮲౛をไᐃしたᶫ場

㆟㛗はㄝ᫂された。 

開かれた㆟会のためにไᐃ前からᐇ㊶した
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活動もྵめて、᮲౛に཯ᫎした内容は、「㆟

会中⥅の開始」「情報公開᮲౛のไᐃ」「୍

⯡㉁ၥ㡯目のᥖ♧」「㆟会報࿌会のᐇ᪋」

「୍⯡会㆟のᐇ᪋」「⏫㛗➼の཯ၥᶒ」「自

⏤ウ㆟」「自⏤ウ㆟による合ព形成」「地方 

自治ἲ第 �� ᮲ � 㡯の㆟Ỵ஦㡯」「᭱高つ⠊

ᛶཬびぢ┤し手⥆き」などで、ぢ஦な内容の

᮲౛である。 

その前ᩥはまさにྡᩥで、㆟会のあるべき

ጼを♧しているため、少し㛗ᩥだが、以下に

ᘬ⏝する。 

 「ᰩᒣ⏫Ẹから㑅ᣲで㑅ばれた㆟ဨにより

構成されるᰩᒣ⏫㆟会は、ྠࡌく⏫Ẹから㑅

ᣲで㑅ばれたᰩᒣ⏫㛗とともに、ᰩᒣ⏫の௦

⾲ᶵ㛵を構成する。この஧ࡘの௦⾲ᶵ㛵は、

ともに⏫Ẹのಙクをཷけて活動し、㆟会はከ

人ᩘによる合㆟ไのᶵ㛵として、また⏫㛗は

⊂௵ไのᶵ㛵として、それࡒれの␗なる特ᛶ

をいかして、⏫Ẹのព思を⏫ᨻにⓗ☜に཯ᫎ

させるために➇い合い、༠力し合いながら、

ᰩᒣ⏫としての᭱Ⰻのព思Ỵᐃをᑟく共通の

使࿨がㄢせられている。 

㆟会が⏫Ẹの௦⾲ᶵ㛵として、地域におけ

るẸ୺୺⩏の発ᒎと⏫Ẹ福♴のྥ上のために

ᯝたすべき役割は、ᑗ᮶にかけてますます大

きくなる。特に地方分ᶒの᫬௦を㏄えて、自

治体の自୺ⓗなỴᐃと㈐௵の⠊ᅖがᣑ大した

今日、㆟会は、そのᣢてるᶵ⬟を༑分に㥑使

して、自治体஦ົの❧᱌、Ỵᐃ、ᇳ行、ホ౯

におけるㄽⅬ、தⅬをᗈく⏫Ẹに᫂らかにす

る㈐ົを᭷している。自⏤かっ㐩なウ㆟をと

おして、これらㄽⅬ、தⅬを発ぢ、公開する

ことはウㄽのᗈ場である㆟会の第୍の使࿨で

ある。 

このような使࿨を㐩成するために本᮲౛を

ไᐃする。われわれは、地方自治ἲがᐃめる

ᴫᣓⓗなつᐃの㑂Ᏺとともに✚ᴟⓗな情報の

๰㐀と公開、ᨻ⟇活動࡬のከᵝな⏫Ẹཧ加の

᥎進、㆟ဨ㛫の自⏤なウ㆟のᒎ開、⏫㛗➼の

行ᨻᶵ㛵とのᣢ⥆ⓗな⥭ᙇのಖᣢ、㆟ဨの自

ᕫ研さんと㈨㉁のྥ上、公正ᛶと㏱᫂ᛶの☜

ಖ、㆟会活動を支える体ไのᩚഛ➼にࡘいて、

この᮲౛にᐃめる㆟会としての⊂自の㆟会運

営のࣝーࣝを㑂Ᏺし、ᐇ㊶することにより、

⏫Ẹにಙ㢗され、Ꮡᅾឤのある、㇏かな㆟会

を築きたいと思う。」 

ᶫ場㆟㛗は、「ᰩᒣ⏫㆟会は、この᮲౛前

ᩥにおいて、新しい㆟会運営ࣝーࣝのᇶ㍈を

⾲現し、ᴟめてཝしい᫬௦をఫẸとともに真

の地方分ᶒを⏕きᢤくことを高らかにᐉ言し

たものである。この᮲౛の作成にあたった

�� ྡの㆟ဨはᰩᒣ⏫㆟会のṔྐⓗ㌿᥮期に

❧ちあえたことを⏕ᾭの㄂りとしてグ᠈にと

どめるに㐪いない。」と、ᰩᒣ⏫㆟会が作成

した「㆟会ᇶ本᮲౛」の෉Ꮚで、㹼ㄽⅬ・த

Ⅼの発ぢ、公開はウㄽのᗈ場である、㆟会の

使࿨㹼 前ᩥにこめられた分ᶒ下における㆟

会のあり方㸦ᰩᒣ⏫㆟会ᇶ本᮲౛㸧の中で㏙

べている。 

ᶫ場㆟㛗から┤᥋お話をఛい、この前ᩥを

ㄞんだ᫬の、㆟会ᨵ㠉の㉳Ⅼに❧ち会ってい

るという心㟈える体㦂は、私の㛗い㆟ဨ⏕活

でもそんなにከくない。これから㆟ဨとして

ᯝたすべき重要なㄢ㢟がぢࡘかったとឤࡌた。 
 

(2)ⴥᒣ⏫㆟会࡛のᒎ㛤࡟ 

ձ「ᕷẸと㆟ဨの᮲౛づくり交流会㆟」 
   ཧ加をきっかけに 

ᶫ場㆟㛗の講演が行われた「ᕷẸと㆟会の

᮲౛づくり交流会㆟」には、葉ᒣ⏫㆟会から

も、ᙜ日、� ྡの㆟ဨがཧ加し、ᶫ場㆟㛗の

お話にᙉⅯな༳象をཷけた。 

「ᕷẸと㆟会の᮲౛づくり交流会㆟」での

� 日㛫の研修は、ḟのような講演内容と講ᖌ

㝕だった。 

㸨「Ẹ୺୺⩏の⯙ྎとしての㆟会̿合㆟ไの

௦⾲ᶵ㛵にしかできないこと」 

ᘅ℩ඞဢἲᨻ大学教授 

議会基本条例制定から10年、葉山町議会次のステージに向けて！　15



 16

㸨「自治体㆟会ไ度のྍ⬟ᛶを᥈る」 
今ᮧ㒔༡㞝中ኸ大学教授 

㸨「自治ἲᨵ正のホ౯と今ᚋの㆟会ᨵ㠉」 
大᳃ᙗᮾ大ྡ㄃教授 

まさにኤᙇシࣙックに⥆く、ᰩᒣシࣙック

で、ཧ加⪅の目は㍤いていた。 
 
ղ ㆟ဨたちの༴ᶵឤと㆟㛗のᡤಙ⾲᫂ 
そのᚋ、㆟ဨ᭷ᚿでᰩᒣ⏫㆟会をどᐹ、㆟

会ᇶ本᮲౛にࡘいてᨵめて学んだ。 

葉ᒣ⏫㆟会で、ከくの㆟ဨが「㆟会ᇶ本᮲

౛」のไᐃが必要とឤࡌた⌮⏤は、地方分ᶒ

୍ᣓἲがไᐃされ、地方㆟会の㆟Ỵ㈐௵の重

さがቑす中で、⏫Ẹからは㆟会に対しཝしい

目がὀがれているという、それࡒれの㆟ဨの

༴ᶵឤがあった。 

ᙜ᫬、ఫẸからは、「㆟ဨ報㓘が高すࡂ

る」「㆟ဨのᩘがከすࡂる」「㆟ဨの活動が、

㑅ᣲの᫬しかぢえない」というᢈุを┤᥋㛫

᥋にཷけ、㆟ဨ報㓘や㆟ဨᐃᩘにࡘいては、

ㄳ㢪・㝞情も度ࠎฟされていた。 

ᙜ᫬のఱ௦かの㆟㛗は、㆟会ᨵ㠉の᳨ウ㡯

目にࡘいて、会ὴやಶࠎの㆟ဨに࢔ンࢣート

を行い、ྲྀり上ࡆるべきㄢ㢟を、すࡄできる

もの、中㛗期ⓗなྲྀり⤌ࡳとするもの、ண⟬

をకうかなどをᩚ⌮しながら୍ぴ⾲にしてඃ

ඛ㡰఩をỴめ、ྲྀり⤌んでいた。この進め方

は、現ᅾも⥅ᢎしている。 

����年の㆟㛗㑅ᣲでᙜ㑅された㆟㛗のᡤಙ

⾲᫂の中に「㆟会ᇶ本᮲౛のไᐃ」がྵまれ

ていた。 

そこで、ᙜ᫬はᩘ༑㡯目も提᱌されていた

㆟会ᨵ㠉㡯目の中から「㆟会ᇶ本᮲౛のไ

ᐃ」にもྲྀり⤌ࡴことをỴめ、㆟会での正ᘧ

な㆟ㄽを開始した。ᙜ᫬の㆟会運営ጤဨ㛗の

⢓りᙉい進行で、㆟ㄽが形となっていった。 

  
 
 

㸱．᮲౛ไᐃࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡅྥ࡟ 

 
 ࡽ࠿のᇶᮏ㆟ㄽ「ࡣ㆟会と」ࡎࡲ(1)

㆟会ᇶ本᮲౛ไᐃにྲྀり⤌ࡴにあたって、

もう୍度原Ⅼにᡠって、㆟会とはఱかという

とこࢁから㆟ㄽを始めた。それ以前の㆟会ᨵ

㠉のྲྀり⤌ࡳでは、そこまで原Ⅼに❧ち返っ

た㆟ㄽはしていなかった。講ᖌをおᣍきし、

㆟ဨ全ဨでྲྀり⤌んだ研修は、それからの㆟

ㄽの⤌ࡳ❧てをᩚ⌮するᇶ本となった。 

㆟会は⏫Ẹの௦⾲としてఱをすべきとこࢁ

か、ఫẸとどうྥき合っていくか、が原Ⅼで

あり、㆟会としてのྲྀり⤌ࡳのỌ⥆ⓗなಖ㞀

というほⅬも加わって、「㆟会ᇶ本᮲౛」の

必要ᛶが再☜ㄆされた。地方自治ἲでの自治

体の఩⨨づけ、地方㆟会の఩⨨づけや、⥲ົ

┬での㆟ㄽなど、᮲౛ไᐃという目ᶆをᥖࡆ

なければ、全ဨで学び、㆟ㄽすることはなか

ったかもしれない。 

㆟㛗௵期の⣙ �年㛫をணᐃとしてྲྀり⤌ん

だが、㏵中、⏫㛗・๪⏫㛗の㎡௵という⏫ᨻ

のΰ஘もあって、᮲౛ไᐃがᙜึのணᐃより

㐜れた。᮲౛としては▷く、内容もࡈくᙜた

り前のことが᭩かれている。 

 

(2)「⏫Ẹのࡈពぢࢆఛ࠺会」のయ㦂 

㆟会ᇶ本᮲౛の⟇ᐃにあたって、ไᐃ前に

⏫Ẹの㆟会に対するពぢをఛうために、「⏫

Ẹの皆さまのࡈពぢをఛう会」を⏫内 �会場

でᐇ᪋した。 

㆟ဨとして、自分の支᥼⪅➼࡬の報࿌➼を

経㦂している㆟ဨはከいが、㆟会として⏫Ẹ

のࡈពぢをఛうというのは、ึめての経㦂で

あった。 

┤᥋ఫẸの皆ᵝと対㠃する「⏫Ẹのࡈពぢ

をఛう会」を、ᾏᓊの㐟Ṍ道ၥ㢟を➃⥴とし

て、⏫㛗・๪⏫㛗の㎡௵にࡘながるᨻᒁ୙Ᏻ

ᐃの中でᐇ᪋することになった。⏫Ẹからの

ពぢや㉁ၥが、「㆟会ᇶ本᮲౛」ではなく、
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⏫ᨻのㄢ㢟に集中し、ᢈุに᫹される᫬㛫と

なった。行ᨻと㆟会がྠࡌとぢられているこ

ともᐇឤした。 
この「ࡈពぢをఛう会」は、⏫Ẹのࡈពぢ

をఛうため、㆟ဨಶ人からの発言はしないと

いう前提で進めたが、㆟会࡬のཝしいホ౯を

㆟ဨそれࡒれが③ឤする㈗重な体㦂となり、

「㆟ဨ」と「㆟会」にࡘいて῝く考えるチࣕ

ンスともなった。 
 
(�)⟇ᐃ࡛ࡲのࢫࢭࣟࣉと᳨ウ⤌⧊ 

             ؐ �5回ࡶ㛤ദ㸟 

ձ ㆟会ᇶ本᮲౛の᳨ウ⤌⧊ 
ᇶ本᮲౛の᳨ウ⤌⧊は、㆟会運営ጤဨ会が

担ᙜし、�Ⅼの☜ㄆ஦㡯をỴめた。 

㸯㸧全ဨが合ពできない㡯目にࡘいては、

ྲྀり上ࡆない。 

㸰㸧上఩ἲに཯することはしない。 

㸱㸧⏫Ẹにわかりやすく⡆₩なものとする。 
 

ղ ᮲౛㦵Ꮚ᱌を作成 
㦵Ꮚの㡯目ࡈとに、要୙要、␲ၥⅬ、ၥ㢟

Ⅼなどを、ᵝࠎな㠃から㆟ㄽした。㦵Ꮚは、

᫬㛫をかけて୎ᑀに会ὴ㛫➼のពぢをㄪᩚし、

᳨ウを繰り返して合ព形成にດめてまとめた。

㦵Ꮚ᱌にᇶづく᮲౛素᱌は、ጤဨ㸲人で構成

するᑠጤဨ会をタけて᳨ウした。 
᮲౛の᳨ウにᙜたっては、全国のඛ進᮲౛

をཧ考にしたが、神奈川┴道ᾏ໭と⏫原Ἑ‮

ᰩᒣ⏫の㆟会ᇶ本᮲౛を特にཧ考にした。 
これらの᮲౛をཧ考に、葉ᒣ⏫㆟会に合っ

たつᐃとするため、᮲౛᱌をఱ度も⿵正する

作業を行った。35 回にわたるⰍࠎな会㆟、

ຮᙉ会を経て、ようやく素᱌がฟ᮶上がった。 
ᇶ本᮲౛の作業の中で、合ព形成にྥけて

ጤဨ┦஫がㄽ㆟をᑾくした。全ဨが合ពしな

い㡯目は᥇⏝しないというጼໃは、ጤဨ┦஫

がㆡṌせず、合ពできる㡯目がなかった場合

は᮲౛ができない、または᮲౛の体をなさな

くなるということである。そこで、ጤဨ㸦㆟

ဨ㸧は、ྠࡌ❧場でጇ༠すべきことはጇ༠し、

合ពⅬを᥈って㆟ㄽを戦わせた㈗重な体㦂に

なった。 
 
ճ 合ពできなかった「཯ၥᶒ」 

᭱ᚋまで合ពができなかった㡯目の㸯ࡘは、

཯ၥᶒである。 

཯ၥᶒ཯対の୺な⌮⏤としては、 

㸯㸧㉁ၥの㊃᪨・内容の☜ㄆは、これまで    

  も㆟㛗の㆟஦ᩚ⌮ᶒで行っていた 

㸰㸧཯ㄽ・㏫㉁ၥされた場合、㆟ဨ㸦㆟会 

  ഃ㸧には㝈⏺がある 

㸱㸧཯ၥᶒの⠊ᅖ・ᐃ⩏にࡘいて、㆟ဨ全 

  ဨの共通ㄆ㆑ができていなかった 

㸲㸧㆟会が期待する཯ၥᶒと␗なった฼⏝ 

  をされるᜍれがある 

などがᣲࡆられた。 

⣙ �年༙かけてようやくまとめ上ࡆた᮲౛

素᱌を、ࣜࣈࣃックコ࣓ントにかけ、⏫Ẹか

ら ���㡯目にわたりᵝࠎなពぢをいただいた

が、⤖ᯝⓗにはࣜࣈࣃックコ࣓ントでኚ᭦し

た内容はなかった。 

ᖹ成 �� 年㸴月の本会㆟において全会୍⮴

で㆟Ỵしたが、཯ၥᶒがなければ㆟会ᇶ本᮲

౛のព࿡がないとのពぢで、᥇Ỵの᫬に � ྡ

の㆟ဨが㏥ᖍした。 

 
㸲．ⴥᒣ⏫㆟会ᇶᮏ᮲౛のᴫせ 

 
葉ᒣ⏫㆟会のᇶ本᮲౛は、前ᩥと �� ᮲から

なっているが、᮲ᩥの୍ࡦࡘとࡘに「㆟会と

してᯝたすべきもの」がᩥ言として┒り㎸まれ

ており、それをどう活かして活発な㆟会にして

いくのかが、ไᐃ᫬からの大きなㄢ㢟である。 
 

 (1)๓ᩥ࡛ᥖࡓࡆ㆟会と㆟ဨの㈐௵ 

前ᩥは以下の通りで、地方自治のᐇ現を目

ᣦすと᫂グしている。 
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「地方㆟会は、஧ඖ௦⾲ไのもと、ఫẸ୺ᶒ

をᇶ♏とし、ఫẸのಙクをཷけて活動するఫẸ

の௦⾲ᶵ㛵であり、合㆟ไによる㆟஦ᶵ㛵であ

る。また、㛗その௚のᇳ行ᶵ㛵㸦以下「㛗➼」

という。㸧と⊂❧、対➼な㛵ಀをಖち、┘どᶵ

⬟と❧ἲᶵ⬟を༑分にවࡡഛえた地方自治のᐇ

現を目ᣦすものである。 
地方分ᶒᨵ㠉を進める上で、地方自治体は自

らのุ᩿と㈐௵において行ᨻを運営することが

求められている。地方㆟会ཬび㆟ဨは、ఫẸ福

♴のྥ上をᅗるため、さまࡊまな行ᨻのㄢ㢟に

対して、ఫẸのከᵝなពぢをⓗ☜にᢕᥱし、自

❧したまちづくりを進める㈐௵を㈇っている。 
葉ᒣ⏫㆟会㸦以下「㆟会」という。㸧は、

このようなㄆ㆑のもと、これまでのⰋዲな自

↛⎔ቃとఫ⎔ቃのㄪ࿴を重どし、ఏ⤫あるṔ

ྐとᩥ化を⫱ࡘࡘࡳ、新しい౯್を๰㐀する

ようດめる。 
㆟会は、高いᨻ治೔⌮にᇶづき、㆟ဨの㈐ົཬ

び活動原๎、情報提౪など⏫Ẹに開かれた㆟会運

営のᇶ本ⓗ஦㡯をᐃめ、⏫Ẹの㈇クにこたえてい

くことをỴពし、この᮲౛をไᐃする。」 
 
(2)᮲౛の୺࡞஦㡯 

ձ ㆟会報࿌会 
第 �᮲ �㡯に、⏫Ẹとのពぢ交᥮会➼、⏫

Ẹཧ加にಀるไ度として఩⨨づけている。ไ

ᐃしてからఱ回かᐇ᪋したが、報࿌会、テー

マをỴめたពぢ交᥮会、ᅋ体➼とのពぢ交᥮

を行い、୍部ワーࣝドカ࢙ࣇ方ᘧもᑟ入する

など、ヨ行㘒ㄗしている。 

 
ղ ㄳ㢪・㝞情⪅のពぢ㝞㏙ 

第 �᮲㸰㡯が「ㄳ㢪・㝞情⪅のពぢ㝞㏙」

のつᐃである。ぢ┤しを行い、ᖹ成 �� 年の

㸷月に㏣加した。᪤に㸰回の運⏝ᐇ⦼がある。 

このつᐃがなかったときも、ఇ᠁中にㄳ

㢪・㝞情⪅のពぢ㝞㏙を行ったことがあるが、

グ㘓にṧすべきというពぢが大ໃとなって、

ᨵ正した。 
 

ճ ㆟会ഐ⫈を原๎公開 
第 �᮲で、ጤဨ会のഐ⫈も、本会㆟とྠࡌ

く原๎公開とし、いࡘでも自⏤にഐ⫈できる

とした。 

 
մ ㆟ဨ㛫の自⏤ウ㆟ 

第 �� ᮲につᐃ。本会㆟は、提᱌ㄝ᫂、㉁

␲、ウㄽ、᥇Ỵという୍㐃のᑂ㆟の中で、㆟

ဨ㛫の自⏤ウ㆟のイ࣓ーࢪが㞴しいため、比

㍑ⓗࣞࣇキシࣝࣈな運営がྍ⬟なጤဨ会にお

いて、「㆟ဨ㛫のㄽ㆟を活発に行い、合ព形

成にດめる」としている。 

活発な㆟ဨ㛫の自⏤ウ㆟のあり方にࡘいて

᳨ウを行い、ᖹ成 �� 年 � 月からヨ行してい

る。ጤဨ会での自⏤㜏㐩なウ㆟にྥけて、㆟

会運営ጤဨ会での㆟ㄽを経て、㆟㛗から、㆟

᱌㓄௜からጤဨ会ᑂᰝまでのࣟࣇーが提ฟさ

れた。このࣟࣇーをཧ考に本年㸷月㆟会より

ጤဨ会において活⏝し、より自⏤㜏㐩なウ㆟

を目ᣦすことが஢ゎされた。 

 
յ ㄝ᫂㈐௵ 
第 �᮲第 �㡯で「ㄝ᫂㈐௵」をつᐃしてい

る。「㆟Ỵ㈐௵」にࡘいてつᐃはないが、ㄝ

᫂㈐௵を፹௓としてᨻ治㈐௵・道⩏ⓗ㈐௵を

ᯝたすため、「㆟Ỵ㈐௵にಀるㄝ᫂㈐௵」を

᫂らかにした。 

なお、㆟Ỵ㈐௵をᯝたすためには、㆟会と

してのㄝ᫂㈐௵㐙行㸦㆟会を୺ㄒとしたㄝ

᫂㸧が必要で、㆟ဨ㛫ウ㆟なくしては、㆟会

としてㄝ᫂できるものがない。そこに、㆟会

を構成する࣓ンバーである㆟ဨが┦஫にㄽ㆟

をᑾくす、いわࡺる㆟ဨ㛫ウ㆟の必要ᛶが⏕

まれてくる。 

 
ն 会ὴ 

第 �᮲に会ὴのつᐃを⨨いている。 
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現ᅾ会ὴは � 、ᑦᨻ会㸰ྡ、共⏘ඪ㸰ྡ。ࡘ

新葉クラࣈ㸰ྡが、交΅会ὴ。そのほかは、

� 人で会ὴྡをྡ乗っている方、↓ᡤᒓྡの

方などである。 

かࡘての大会ὴが㆟会運営や㆟会人஦を௙

ษっていた状ែからはᵝኚわりしている。し

かし、ᙜ㆟会は大会ὴが୺ᑟᶒをᥱっている

ときも、発言᫬㛫はᖹ➼で、新人を⫱てよう

というఏ⤫はあり、比㍑ⓗ公正な運営がされ

ていた。そのẼ㢼は現ᅾも⥆いている。 

 
շ 㝃ᒓᶵ㛵 
第 �᮲では、㝃ᒓᶵ㛵のつᐃをタけている。

⥲ົ┬では、ἲᚊの᰿ᣐがないので㆟会には

㝃ᒓᶵ㛵をタ⨨することはできないというぢ

ゎだが、地方分ᶒによるゎ㔘のవ地のᣑ大、

自୺ゎ㔘ᶒにより、⚗Ṇつᐃはなく⏫Ẹと㆟

会に࣓ࣜットがあるものであればၥ㢟ないと

ุ᩿し、ูに᮲౛でᐃめることによりタ⨨で

きる᰿ᣐつᐃを⨨いた。現ᅾ㝃ᒓᶵ㛵はタ⨨

していない。 

 
ո ㆟Ỵ஦௳ 
地方自治ἲ第 �� ᮲第㸰㡯の㆟Ỵ஦௳は、第

�� ᮲で⥲合計画のᇶ本計画を㆟Ỵ஦㡯とした。

⥲合計画ᇶ本構᝿が地方自治ἲのつᐃから๐㝖

されたので、ᖹ成 �� 年㸰月 �� 日に、⥲合計画

ᇶ本構᝿を㆟Ỵ஦௳に加える᮲౛ᨵ正を行った。 

  
㸳．㆟会ᇶᮏ᮲౛ไᐃᚋ 10 年ࠊ 

  ⴥᒣ㆟会ࡣኚ࠿ࡓࡗࢃ㸽 

 
ᖖに、㆟会ᇶ本᮲౛をព㆑しての㆟会運営

をᐇ㊶しているので、あࡳࡺは㐜いが着ᐇに

前進している。 
  

(1)᮲౛ไᐃ௨ᚋの㆟会のኚ໬ 

ձ より開かれた㆟会に㸟 報࿌から対話࡬ 
㆟会࡬のఫẸཧ加をより前進させなければ

ならないというព㆑は、全㆟ဨに共通のもの

となり、᮲౛ไᐃから⣙ �� 年、㆟会の㏱᫂

ᛶと⏫Ẹཧ加にࡘいてのⱞ言は⃭減している。 

᭱ึのこࢁの「⏫Ẹのࡈពぢをఛう会」

「㆟会報࿌会」は、୺催した㆟会ഃとཧ加さ

れた⏫Ẹともに‶㊊のいく成ᯝはᚓられなか

った。会の開催に要するປ力は重く、⥅⥆す

るのはດ力が必要であった。しかし、テーマ

のタᐃや会の運営方ἲなどのᕤኵを重ࡡて、

「対話」できたというᐇឤをᚓられる場㠃も

⏕まれてきた。 

⏫Ẹの期待は஦ᚋの報࿌ではなく、஦前も

しくは進行中のㄢ㢟、⏫のᑗ᮶にࡘいてのព

ぢ交᥮であり、ࡴしࢁ �㹼� 人のグࣝーࣉで

⭸✺き合わせて話してࡳようというヨࡳは正

ゎであった。㆟ㄽしたㄢ㢟の⤖ㄽがฟなくて

も、ཧ加⪅がᖐり㝿に「今日はཧ加してⰋかっ

た㸟」「ᴦしかった㸟」と㆟ဨにኌをかけると

いう経㦂は、「対話」がいかに大ษかをᐇឤさ

せられ、ྲྀり⤌ࡳの方ྥᛶがぢえてきた。 

そのほか 

・本会㆟、ྛጤဨ会に⥆き、全ဨ༠㆟会も   

 ഐ⫈できるように原๎公開にᨵ正 

・ጤဨ会も中⥅・㘓画を開始 

・ពぢ交᥮会・㆟会報࿌会・ᅋ体とのពぢ 

 交᥮を年 � 回以上開催㸦���� 年は � 回  

 開催ணᐃ㸧 

  
ղ ㆟会力をᙉめて、㆟Ỵ㈐௵をᯝたす㆟会 
 㸟࡬  
㆟会の㏱᫂ᛶを高めるため、また㆟Ỵに⮳

る経㐣をㄝ᫂する㈐௵をᯝたすために、ᑂᰝ

にᙜたってのㄽⅬᩚ⌮、⫋ဨとの㉁␲ᚋのጤ

ဨ㛫の自⏤ウ㆟が重要であるというㄆ㆑は、

㆟会ᇶ本᮲౛ไᐃᚋ、ᚎࠎにᾐ㏱してきた。 
新つ᮲౛のᑂᰝなど、重要な㆟᱌では、⫋

ဨとの㉁␲⤊஢ᚋに⫋ဨは㏥ᖍ。ጤဨ㛫の自

⏤ウ㆟の᫬㛫をᣢࡘ。ウㄽでは、㈶成཯対の

⾲᫂で、自⏤なウ㆟とはならず、␲ၥがあっ
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てもጤဨ┦஫に㉁ၥするチࣕンスはない。そ

こで、ጤဨ会ᑂᰝの中で、ウㄽの前にጤဨ㛫

ウ㆟が行われるようになった。 
ጤဨ会ഐ⫈⪅のឤ᝿では、ㄽⅬᩚ⌮した⫋

ဨとの㉁␲のᚋ、⫋ဨが㏥ᖍ。そのᚋ、ጤဨ

㛫で㆟ㄽが行われると、㆟ㄽが⤖ㄽに⮳る経

㐣がわかりやすいと、ዲពⓗなホ౯をいただ

くことがከい。 
・ጤဨ会௜クされた重要᱌௳にࡘいて、ጤဨ㛗

のุ᩿でㄽⅬᩚ⌮をྛጤဨに要ㄳしてᐇ᪋。 
・ㄽⅬᩚ⌮が行われると、ጤဨ会報࿌ᩥ᱌

作成の㝿も、⤖ㄽに㐩するまでの㆟ㄽを

ᩚ⌮しやすく、どのように合ពが形成さ

れていったかが᫂☜になる。 
・㆟Ỵ஦௳に⥲合計画ᇶ本構᝿を入れ、計

画ᨵᐃ᫬には㆟会としての特ูጤဨ会を

タ⨨するなど、✚ᴟⓗにྲྀり⤌んでいる。 
・必要な場合は、ㄳ㢪・㝞情提ฟ⪅をጤဨ

会にᣍ⮴し、ㄝ᫂を⪺く。 
・ண⟬・Ỵ⟬特ูጤဨ会では、㆟会のពぢ➼

をྲྀりまとめ、㆟会ព思として、正๪㆟㛗

と正๪ጤဨ㛗が⏫㛗に⏦し入れ、㆟会から

のᨻ⟇サイクࣝの形成にດめている。 
・㆟会のᨻ⟇サイクࣝをព㆑して運営する

ことにより、ಶࠎの㆟ဨのດ力による㉁

ၥや提᱌を、㆟会からの提᱌に高め、よ

りᙉ力なᨻ⟇提᱌にするという経㦂を重

 。始めているࡡ
・㆟会の㆟ㄽがまとまった場合は、ண⟬᱌

での⤥㣗ࢭンターᩚഛ㈝の๐㝖、⿵正ண

⟬᱌でのバスベイᩚഛண⟬の๐㝖など、

㆟会が修正を行う場㠃もฟてきた。その

場合、⏫Ẹ࡬の㆟会としてのㄝ᫂、ၥ㢟

ゎỴ࡬の⥅⥆したດ力が必要となる。 
 
(2)「㆟ဨሗ㓘のࡾ࠶方のㄪᰝ᳨ウ」ࢆᐇ᪋ 

ձ「๐減ありき」でない᳨ウの始まり 

「㆟ဨ報㓘のあり方」にࡘいての㆟会とし

てのྲྀり⤌ࡳは、 

㸯㸧ᖹ成 �� 年㸴月 �� 日に提ฟされた㆟ဨ

報㓘の㸳㸣から ��㸣の๐減を求める「㝞情

第 ��㸫㸶ྕ 葉ᒣ⏫㆟会㆟ဨの報㓘๐減を

求める㝞情᭩」㸦୙᥇ᢥ㸧のᑂᰝ報࿌᭩に

おいて、「㆟ဨ構成がኚわった新㆟会で自

୺ⓗに報㓘➼にࡘいて、ㄽ㆟すべき場をタ

け᳨ウすることにࡘいて合ពした」ことを

௜グしたこと  

㸰㸧ᖹ成 �� 年㸲月 �� 日に提ฟされた㆟ဨ

報㓘の ��㸣๐減を求める「㝞情第 ��㸫㸴

ྕ㆟ဨ報㓘減を求める㝞情᭩」㸦ᑂ㆟ᮍ

஢㸧のᑂᰝにおいて、社会経済情ໃ、⏫

㈈ᨻ状ἣ➼に㚷ࡳ、ᖹ成 �� 年㸵月から㸰

年㛫のᥐ⨨として、㆟ဨ報㓘月㢠を

���㸣๐減することとし、この㸰年㛫で㆟

ဨ報㓘のあり方にࡘいて᳨ウすることと

したことがきっかけとなった。  

㆟ဨ報㓘にࡘいては、㈈ᨻ状ἣを຺᱌した

᳨ウが求められる୍方で、はࡌめから行㈈ᨻ

ᨵ㠉のㄽ⌮による「㆟ဨ報㓘の๐減ありき」

という᳨ウではなく、㆟会ᇶ本᮲౛第 15 ᮲

を㋃まえ、今ᚋの㆟会活動や㆟ဨ活動のあり

方もぢᐃめながら、㆟ဨ報㓘にࡘいて᳨ウし

ていくこととした。 
ㄪᰝ᳨ウにᙜたっては、学㆑経㦂⪅からの

ᣦᑟ・ຓ言がḞかせないとのุ᩿から、地方

自治ἲ第 ���᮲の㸰の専門ⓗ▱ぢの活⏝をᅗ

ることとし、地方㆟会に㐀ユが῝く、会ὠⱝᯇ

ᕷ㆟会の「㆟会活動と㆟ဨᐃᩘ➼との㛵㐃ᛶ

ཬびそれらのあり方」にᦠわられたỤ⸨ಇ᫛

ᒣ᲍学㝔大学教授にㄪᰝを౫㢗した。 
なお、ㄪᰝ᳨ウ⤌⧊は㆟会運営ጤဨ会とし、

必要にᛂࡌて全ဨ༠㆟会において༠㆟・報࿌

することとした。 また、ㄪᰝ᳨ウにᙜたっ

ては、会ὠⱝᯇᕷ㆟会の「㆟ဨ活動と㆟ဨᐃ

ᩘ➼との㛵㐃ᛶཬびそれらのあり方」᭱⤊報

࿌をཧ考とした。  
今回のྲྀり⤌ࡳは、地方㆟会㆟ဨの活動や

㆟会のᑗ᮶像にࡘいても㆟ㄽを῝める㈗重な
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てもጤဨ┦஫に㉁ၥするチࣕンスはない。そ

こで、ጤဨ会ᑂᰝの中で、ウㄽの前にጤဨ㛫

ウ㆟が行われるようになった。 
ጤဨ会ഐ⫈⪅のឤ᝿では、ㄽⅬᩚ⌮した⫋

ဨとの㉁␲のᚋ、⫋ဨが㏥ᖍ。そのᚋ、ጤဨ

㛫で㆟ㄽが行われると、㆟ㄽが⤖ㄽに⮳る経

㐣がわかりやすいと、ዲពⓗなホ౯をいただ

くことがከい。 
・ጤဨ会௜クされた重要᱌௳にࡘいて、ጤဨ㛗

のุ᩿でㄽⅬᩚ⌮をྛጤဨに要ㄳしてᐇ᪋。 
・ㄽⅬᩚ⌮が行われると、ጤဨ会報࿌ᩥ᱌

作成の㝿も、⤖ㄽに㐩するまでの㆟ㄽを

ᩚ⌮しやすく、どのように合ពが形成さ

れていったかが᫂☜になる。 
・㆟Ỵ஦௳に⥲合計画ᇶ本構᝿を入れ、計

画ᨵᐃ᫬には㆟会としての特ูጤဨ会を

タ⨨するなど、✚ᴟⓗにྲྀり⤌んでいる。 
・必要な場合は、ㄳ㢪・㝞情提ฟ⪅をጤဨ

会にᣍ⮴し、ㄝ᫂を⪺く。 
・ண⟬・Ỵ⟬特ูጤဨ会では、㆟会のពぢ➼

をྲྀりまとめ、㆟会ព思として、正๪㆟㛗

と正๪ጤဨ㛗が⏫㛗に⏦し入れ、㆟会から

のᨻ⟇サイクࣝの形成にດめている。 
・㆟会のᨻ⟇サイクࣝをព㆑して運営する

ことにより、ಶࠎの㆟ဨのດ力による㉁

ၥや提᱌を、㆟会からの提᱌に高め、よ

りᙉ力なᨻ⟇提᱌にするという経㦂を重

 。始めているࡡ
・㆟会の㆟ㄽがまとまった場合は、ண⟬᱌

での⤥㣗ࢭンターᩚഛ㈝の๐㝖、⿵正ண

⟬᱌でのバスベイᩚഛண⟬の๐㝖など、

㆟会が修正を行う場㠃もฟてきた。その

場合、⏫Ẹ࡬の㆟会としてのㄝ᫂、ၥ㢟

ゎỴ࡬の⥅⥆したດ力が必要となる。 
 
(2)「㆟ဨሗ㓘のࡾ࠶方のㄪᰝ᳨ウ」ࢆᐇ᪋ 

ձ「๐減ありき」でない᳨ウの始まり 

「㆟ဨ報㓘のあり方」にࡘいての㆟会とし

てのྲྀり⤌ࡳは、 

㸯㸧ᖹ成 �� 年㸴月 �� 日に提ฟされた㆟ဨ

報㓘の㸳㸣から ��㸣の๐減を求める「㝞情

第 ��㸫㸶ྕ 葉ᒣ⏫㆟会㆟ဨの報㓘๐減を

求める㝞情᭩」㸦୙᥇ᢥ㸧のᑂᰝ報࿌᭩に

おいて、「㆟ဨ構成がኚわった新㆟会で自

୺ⓗに報㓘➼にࡘいて、ㄽ㆟すべき場をタ

け᳨ウすることにࡘいて合ពした」ことを

௜グしたこと  

㸰㸧ᖹ成 �� 年㸲月 �� 日に提ฟされた㆟ဨ

報㓘の ��㸣๐減を求める「㝞情第 ��㸫㸴

ྕ㆟ဨ報㓘減を求める㝞情᭩」㸦ᑂ㆟ᮍ

஢㸧のᑂᰝにおいて、社会経済情ໃ、⏫

㈈ᨻ状ἣ➼に㚷ࡳ、ᖹ成 �� 年㸵月から㸰

年㛫のᥐ⨨として、㆟ဨ報㓘月㢠を

���㸣๐減することとし、この㸰年㛫で㆟

ဨ報㓘のあり方にࡘいて᳨ウすることと

したことがきっかけとなった。  

㆟ဨ報㓘にࡘいては、㈈ᨻ状ἣを຺᱌した

᳨ウが求められる୍方で、はࡌめから行㈈ᨻ

ᨵ㠉のㄽ⌮による「㆟ဨ報㓘の๐減ありき」

という᳨ウではなく、㆟会ᇶ本᮲౛第 15 ᮲

を㋃まえ、今ᚋの㆟会活動や㆟ဨ活動のあり

方もぢᐃめながら、㆟ဨ報㓘にࡘいて᳨ウし

ていくこととした。 
ㄪᰝ᳨ウにᙜたっては、学㆑経㦂⪅からの

ᣦᑟ・ຓ言がḞかせないとのุ᩿から、地方

自治ἲ第 ���᮲の㸰の専門ⓗ▱ぢの活⏝をᅗ

ることとし、地方㆟会に㐀ユが῝く、会ὠⱝᯇ

ᕷ㆟会の「㆟会活動と㆟ဨᐃᩘ➼との㛵㐃ᛶ

ཬびそれらのあり方」にᦠわられたỤ⸨ಇ᫛

ᒣ᲍学㝔大学教授にㄪᰝを౫㢗した。 
なお、ㄪᰝ᳨ウ⤌⧊は㆟会運営ጤဨ会とし、

必要にᛂࡌて全ဨ༠㆟会において༠㆟・報࿌

することとした。 また、ㄪᰝ᳨ウにᙜたっ

ては、会ὠⱝᯇᕷ㆟会の「㆟ဨ活動と㆟ဨᐃ

ᩘ➼との㛵㐃ᛶཬびそれらのあり方」᭱⤊報

࿌をཧ考とした。  
今回のྲྀり⤌ࡳは、地方㆟会㆟ဨの活動や

㆟会のᑗ᮶像にࡘいても㆟ㄽを῝める㈗重な
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ᶵ会となった。㆟ဨ報㓘にࡘいて㆟会自らㄪ

ᰝ᳨ウし、୍ᐃの⤖ㄽをᣢࡘというヨࡳは、

全国の㆟会でもあまり౛がなく、ᗄࡘかのඛ

進ᕷの஦౛に学びながらの作業となった。 

 

ղ ㄪᰝ・᳨ウの経㐣 

 ᖹ成 �� 年 � 月から �� 年 �� 月までをㄪᰝ

期㛫とᐃめ、㆟会運営ጤဨ会が担ᙜして、㆟

ဨ報㓘のᅾり方にࡘいてㄪᰝを行い、ᖹ成 ��

年の第 �回ᐃ౛会において、㆟会運営ጤဨ会

ᡤ⟶஦ົㄪᰝのㄪᰝ報࿌を行った。 

ㄪᰝ᳨ウにᙜたっては、ḟの手㡰で行った。 

㸦࢔㸧原๎としてᖹ成 �� 年度における㆟

会活動・㆟ဨ活動のㄪᰝ 

㸦イ㸧㆟会活動、㆟ဨ活動、㆟ဨ報㓘のไ

度ⓗ఩⨨づけの☜ㄆ 

㸦࢘㸧㆟会活動ཬび㆟ဨ活動の⠊ᅖにࡘい

てのᐃ⩏づけ  

ᖹ成 �� 年 � 月 � 日の㆟会運営ጤဨ会を第

� 回として、本会㆟、全ဨ༠㆟会もྵめると、

�� 回の会㆟で᳨ウを行い、本会㆟で報࿌し

た。 

    
ճ ㆟会活動の⠊ᅖཬびᐃ⩏の☜ㄆ 

㆟会活動をめࡄるไ度と現状を⌮ゎしたう

えで、本⏫㆟会としての㆟会活動の現状を㋃

まえࡘࡘ、㆟会ᇶ本᮲౛の⌮ᛕをも຺᱌しな

がら、㆟会活動の⠊ᅖにࡘいてࡦとࡘずࡘ஦

౛を☜ㄆするという᫬㛫のかかる༠㆟・᳨ウ

を行った。 
地方自治ἲや会㆟つ๎上における㆟会活動

は「本会㆟・ᖖ௵ጤဨ会、特ูጤဨ会、㆟会

運営ጤဨ会、ጤဨὴ㐵、㆟ဨのὴ㐵」ཬび

「༠㆟ཪはㄪᩚを行う場」とされている。 
これらの活動に௜㝶する活動㸦会ὴ活動を

 。㸧を、㆟ဨ活動と分類したࡴྵ
ఫẸからのྛ✀の┦ㄯやྛ✀ᅋ体࡬のฟᖍ、

⏫୺催行஦࡬のฟᖍ➼は、公ົᛶがㄆめられ

ないものとした。 

 会㆟᫬㛫のグ㘓は㆟会஦ົᒁでᢕᥱできた

が、それに௜㝶する「㆟ဨ活動」᫬㛫、ㄪᰝ

活動のグ㘓はಶ人しかᢕᥱできないため、グ

㘓₃れのྍ⬟ᛶもṧした。 
 

(�)㆟ဨሗ㓘のヨ⟬方ᘧの᳨ウ  

報㓘のヨ⟬にあたっては 

・㆟ဨ報㓘ヨ⟬のព⩏ 
・⏕活⤥ⓗな㆟ဨ報㓘の必要ᛶ 
・⫋㈐ཬび⫋ົを考៖した㆟ဨ報㓘 
・ᑗ᮶をぢᤣえた㆟ဨ報㓘 
などを᳨ウしたが、᭱⤊ⓗに⏫ᮧ㆟会㆟㛗

会᳨ウ᱌の「ྠࡌ公㑅⫋の㛗の⫋ົ㐙行日ᩘ

と㆟ဨの活動日ᩘを比㍑して⟬ฟする」とい

う考え方を᥇⏝した。 
� 年㛫のྛ㆟ဨの㆟会活動・㆟ဨ活動の᫬

㛫を、� 日 � ᫬㛫の活動日ᩘに᥮⟬し、㤳㛗

の活動日ᩘと比㍑した。この計⟬方ἲもከく

の㆟ㄽのⓗとなったが、୍ᛂの目Ᏻとしてヨ

⟬したものである。      

この中で、㆟㛗の活動日ᩘは、୍⯡の㆟ဨ

の活動と比㍑にならないከい日ᩘとなるため、

活動᫬㛫の計⟬には入れず、㆟㛗を㝖く௚の

㆟ဨのᖹᆒをྲྀる形とした。⣙ �年㛫のㄪᰝ

᳨ウのᚋ、報࿌᭩をとりまとめ、本会㆟で報

࿌した。 

ヨ⟬でᚓた報㓘月㢠は、������� ෇である。

そのᚋ、㆟ဨ報㓘にࡘいては、ᑗ᮶をぢᤣえ

た㆟ဨ報㓘であるべきというどⅬからの᳨ウ

を行い、また年ࠎከᛁとなる状ἣ➼を㋃まえ、

現ᅾの月㢠 ������� ෇の報㓘にᤣえ⨨くこと

をỴᐃしている。 

ᖹ成 �� 年の⏫㆟会㑅ᣲのᚋ、㆟会活動、

㆟ဨ活動にࡘいて、再びㄪᰝを行い、前回と

⤖方ᘧで㆟ဨ報㓘のヨ⟬を行った。そのࡌྠ

ᯝ、������� ෇とヨ⟬されたが、このㄪᰝ⤖

ᯝのࡳで┤ちに現ᅾの㆟ဨ報㓘がጇᙜでない

という⤖ㄽになるものではないとのぢゎから、

現ᅾの㆟ဨ報㓘でᤣえ⨨くこととなった。 

議会基本条例制定から10年、葉山町議会次のステージに向けて！　21
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ͤ「㆟ဨ報㓘のあり方にࡘいて」報࿌᭩は、 
KWWSV���ZZZ�WRZQ�KD\DPD�OJ�MS�PDWHULDO�ILOHV
�JURXS�2����356026�SGI をཧ↷。�編集部ὀ� 

 
㸴．㆟会ᇶᮏ᮲౛ࢆᇶᮏࠊ࡟ 

   ḟの࡬ࢪ࣮ࢸࢫ 

 

(1)⏫Ẹと「㆟会ᨵ㠉」のᡂᯝࢆඹ᭷ࡍる࡟ 

 Ẹཧ⏫ࢆ㆟会ᇶᮏ᮲౛の᳨ドとホ౯ࠊࡣ  

  ຍ࡛㸟 

 「㆟会ᇶ本᮲౛の᳨ドとホ౯」の進め方に

いて、ṧる௵期の㛫に話し合いを進めて方ࡘ

㔪をまとめ、⏫会㆟ဨ㑅ᣲᚋの新しい体ไの

中で、⏫Ẹཧ加での᳨ドとホ౯も行うという

進め方を、ᘅ℩ඞဢἲᨻ大学教授からもࡈຓ

言をいただいた。 
㆟会ᇶ本᮲౛ไᐃの成ᯝとㄢ㢟にࡘいては、

⏫Ẹや専門ᐙの力も೉りながら୎ᑀにྲྀり⤌

ഛがᩚ‽ࡴに進ࢪことにより、ḟのステーࡴ

うことを期待している。 
 

(2) ㆟会の┘どຊのᙉ໬とᨻ⟇ࣝࢡ࢖ࢧの㐃 

⤖͐Ỵ⟬ᑂᰝのྲྀࢆࡳ⤌ࡾ「㆟会ᨻ⟇ࢧ

 ࡟ࢺࣥ࢖࣏の「ࣝࢡ࢖

ձ Ỵ⟬ᑂᰝは � 月㆟会で͐͐ḟ年度ண⟬に

཯ᫎさせるために 
Ỵ⟬ᑂᰝは⤊わってしまったことで、୙ㄆ

ᐃとしてもそのᙳ㡪は少ないというのが、か

、ての㆟会でのỴ⟬ᑂᰝであった。しかしࡘ

Ỵ⟬ᑂᰝの内容を⩣年のண⟬編成にいかすた

めに、�� 月に提ฟされていたỴ⟬᱌を、�月

㆟会に提ฟするよう⢓りᙉく要求し、� 月ᐇ

᪋がᐇ現できた。 

 

ղ ㆟会の༙ᩘで特ูጤဨ会を構成 
現ᅾのỴ⟬特ูጤဨ会は㆟会の༙ᩘで構成

している。ᙜヱ年度のண⟬特ูጤဨがそのỴ

⟬ᑂᰝにᙜたるよう特ูጤဨを㑅௵している。

㆟㛗と㆟会㑅ฟ┘ᰝጤဨは、Ỵ⟬特ูጤဨに

はならない。 
 
ճ ᑂᰝ日ᩘは㣕びษり㛗い 
Ỵ⟬ᑂᰝを行う � 月㆟会は、Ỵ⟬⥲ᣓ㉁ၥ、

ྛᖖ௵ጤဨ会などの日⛬、୍⯡㉁ၥの日ᩘを

ྵめ、本年は �� 日の会期となった。 

㸨ண⟬⥲ᣓ㉁ၥ㸦本会㆟㸧 

㆟᱌ㄝ᫂をྵめると、Ỵ⟬㛵㐃は �日㛫 

㸨Ỵ⟬特ูጤဨ会 

� 日㛫㸦そのうち � 日は、⏫㛗・教⫱㛗࡬

の㉁ၥ㸧  

  

մ Ỵ⟬特ูጤဨ会のᣦ᦬・ពぢ・要ᮃをḟ

年度ண⟬に཯ᫎさせ、㆟会のᨻ⟇サイク

ࣝとして活⏝する。 
このᣦ᦬ཬび要ᮃ஦㡯をḟ年度のண⟬編成

にྥけた㆟会からのᨻ⟇提᱌として、⏫㛗ཬ

び教⫱㛗にᩥ᭩で⏦し入れ、ᩥ᭩回⟅を求め

ることをỴᐃした。 
Ỵ⟬ᑂᰝでᣦ᦬された஦㡯で、༢年度では

⤊わらないၥ㢟は、ᖖ௵ጤဨ会のᡤ⟶஦ົㄪ

ᰝとしてྲྀり⤌ࡴこともあり、ၥ㢟発ぢの大

஦なチࣕンスともなっている。 
 
(�)㆟会のᮏẼ㸟 

葉ᒣ⏫㆟会は、前ᩥに「地方㆟会は、஧ඖ

௦⾲ไのもと、ఫẸ୺ᶒをᇶ♏とし、ఫẸの

ಙクをཷけて活動するఫẸの௦⾲ᶵ㛵であり、

合㆟ไによる㆟஦ᶵ㛵である。また、㛗その

௚のᇳ行ᶵ㛵㸦以下「㛗➼」という。㸧と⊂

❧、対➼な㛵ಀをಖち、┘どᶵ⬟と❧ἲᶵ⬟

を༑分にවࡡഛえた地方自治のᐇ現を目ᣦす

ものである」とグした。そのᐇ現を目ᣦすດ

力を⥅⥆していきたい。 
 
㆟会ᨵ㠉の成ຌの㘽は 

「㆟会の本Ẽ」にᑾきる㸟 
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ͤ「㆟ဨ報㓘のあり方にࡘいて」報࿌᭩は、 
KWWSV���ZZZ�WRZQ�KD\DPD�OJ�MS�PDWHULDO�ILOHV
�JURXS�2����356026�SGI をཧ↷。�編集部ὀ� 

 
㸴．㆟会ᇶᮏ᮲౛ࢆᇶᮏࠊ࡟ 

   ḟの࡬ࢪ࣮ࢸࢫ 

 

(1)⏫Ẹと「㆟会ᨵ㠉」のᡂᯝࢆඹ᭷ࡍる࡟ 

 Ẹཧ⏫ࢆ㆟会ᇶᮏ᮲౛の᳨ドとホ౯ࠊࡣ  

  ຍ࡛㸟 

 「㆟会ᇶ本᮲౛の᳨ドとホ౯」の進め方に

いて、ṧる௵期の㛫に話し合いを進めて方ࡘ

㔪をまとめ、⏫会㆟ဨ㑅ᣲᚋの新しい体ไの

中で、⏫Ẹཧ加での᳨ドとホ౯も行うという

進め方を、ᘅ℩ඞဢἲᨻ大学教授からもࡈຓ

言をいただいた。 
㆟会ᇶ本᮲౛ไᐃの成ᯝとㄢ㢟にࡘいては、

⏫Ẹや専門ᐙの力も೉りながら୎ᑀにྲྀり⤌

ഛがᩚ‽ࡴに進ࢪことにより、ḟのステーࡴ

うことを期待している。 
 

(2) ㆟会の┘どຊのᙉ໬とᨻ⟇ࣝࢡ࢖ࢧの㐃 

⤖͐Ỵ⟬ᑂᰝのྲྀࢆࡳ⤌ࡾ「㆟会ᨻ⟇ࢧ

 ࡟ࢺࣥ࢖࣏の「ࣝࢡ࢖

ձ Ỵ⟬ᑂᰝは � 月㆟会で͐͐ḟ年度ண⟬に

཯ᫎさせるために 
Ỵ⟬ᑂᰝは⤊わってしまったことで、୙ㄆ

ᐃとしてもそのᙳ㡪は少ないというのが、か

、ての㆟会でのỴ⟬ᑂᰝであった。しかしࡘ

Ỵ⟬ᑂᰝの内容を⩣年のண⟬編成にいかすた

めに、�� 月に提ฟされていたỴ⟬᱌を、�月

㆟会に提ฟするよう⢓りᙉく要求し、� 月ᐇ

᪋がᐇ現できた。 

 

ղ ㆟会の༙ᩘで特ูጤဨ会を構成 
現ᅾのỴ⟬特ูጤဨ会は㆟会の༙ᩘで構成

している。ᙜヱ年度のண⟬特ูጤဨがそのỴ

⟬ᑂᰝにᙜたるよう特ูጤဨを㑅௵している。

㆟㛗と㆟会㑅ฟ┘ᰝጤဨは、Ỵ⟬特ูጤဨに

はならない。 
 
ճ ᑂᰝ日ᩘは㣕びษり㛗い 
Ỵ⟬ᑂᰝを行う � 月㆟会は、Ỵ⟬⥲ᣓ㉁ၥ、

ྛᖖ௵ጤဨ会などの日⛬、୍⯡㉁ၥの日ᩘを

ྵめ、本年は �� 日の会期となった。 

㸨ண⟬⥲ᣓ㉁ၥ㸦本会㆟㸧 

㆟᱌ㄝ᫂をྵめると、Ỵ⟬㛵㐃は �日㛫 

㸨Ỵ⟬特ูጤဨ会 

� 日㛫㸦そのうち � 日は、⏫㛗・教⫱㛗࡬

の㉁ၥ㸧  

  

մ Ỵ⟬特ูጤဨ会のᣦ᦬・ពぢ・要ᮃをḟ

年度ண⟬に཯ᫎさせ、㆟会のᨻ⟇サイク

ࣝとして活⏝する。 
このᣦ᦬ཬび要ᮃ஦㡯をḟ年度のண⟬編成

にྥけた㆟会からのᨻ⟇提᱌として、⏫㛗ཬ

び教⫱㛗にᩥ᭩で⏦し入れ、ᩥ᭩回⟅を求め

ることをỴᐃした。 
Ỵ⟬ᑂᰝでᣦ᦬された஦㡯で、༢年度では

⤊わらないၥ㢟は、ᖖ௵ጤဨ会のᡤ⟶஦ົㄪ

ᰝとしてྲྀり⤌ࡴこともあり、ၥ㢟発ぢの大

஦なチࣕンスともなっている。 
 
(�)㆟会のᮏẼ㸟 

葉ᒣ⏫㆟会は、前ᩥに「地方㆟会は、஧ඖ

௦⾲ไのもと、ఫẸ୺ᶒをᇶ♏とし、ఫẸの

ಙクをཷけて活動するఫẸの௦⾲ᶵ㛵であり、

合㆟ไによる㆟஦ᶵ㛵である。また、㛗その

௚のᇳ行ᶵ㛵㸦以下「㛗➼」という。㸧と⊂

❧、対➼な㛵ಀをಖち、┘どᶵ⬟と❧ἲᶵ⬟

を༑分にවࡡഛえた地方自治のᐇ現を目ᣦす

ものである」とグした。そのᐇ現を目ᣦすດ

力を⥅⥆していきたい。 
 
㆟会ᨵ㠉の成ຌの㘽は 

「㆟会の本Ẽ」にᑾきる㸟 

○葉山町議会基本条例

平成 21 年７月１日条例第 13 号　

改正　　　　　　　　　　　　　

平成 23 年 9 月 13 日条例第 17 号

平成 25 年２月 22 日条例第 ６ 号

平成 27 年３月 18 日条例第 13 号

（前文）

　地方議会は、二元代表制のもと、住民主権を基礎と

し、住民の信託を受けて活動する住民の代表機関であ

り、合議制による議事機関である。また、長その他の

執行機関（以下「長等」という。）と独立、対等な関

係を保ち、監視機能と立法機能を十分に兼ね備えた地

方自治の実現を目指すものである。

　地方分権改革を進める上で、地方自治体は自らの判

断と責任において行政を運営することが求められてい

る。地方議会及び議員は、住民福祉の向上を図るため、

さまざまな行政の課題に対して、住民の多様な意見を

的確に把握し、自立したまちづくりを進める責任を

負っている。

　葉山町議会（以下「議会」という。）は、このよう

な認識のもと、これまでの良好な自然環境と住環境の

調和を重視し、伝統ある歴史と文化を育みつつ、新し

い価値を創造するよう努める。

　議会は、高い政治倫理に基づき、議員の責務及び活

動原則、情報提供など町民に開かれた議会運営の基本

的事項を定め、町民の負託にこたえていくことを決意

し、この条例を制定する。

（目的）

　第 1 条　この条例は、真の地方分権時代に対応する

ため、合議制の機関である議会が担うべき役割及び議

会に関する基本的事項を定め、議会の活性化を図り、

町民の負託にこたえられる議会の実現を図ることを目

的とする。

（議会の運営原則及び説明責任）

　第 2 条　議会は、本町の基本的な政策決定、長等の

事務の執行の監視及び評価並びに政策の立案及び提言

を行う機能が十分発揮できるよう、円滑かつ効率的な

運営に努め、合議制の機関である議会の役割を果たさ

なければならない。

　２　議会は、前項に規定する議会の役割を果たすた

め、次に掲げる原則に基づき活動を行うものとする。

 ( 1 )　�公正性、透明性、信頼性を確保し、町民に開

かれた議会及び町民参加を推進する議会を目

指して活動すること。

 ( 2 )　�政策立案機能の充実強化を図るとともに、町

の施策が効率的かつ適正に実施されているか

を町民の立場に立って監視及び評価すること。

 ( 3 )　�町民の多様な意見を的確に把握し、これを町

政に反映させる議会運営に努めること。

 ( 4 )　�議会の会議または常任委員会、特別委員会及

び議会運営委員会（以下「委員会」という。）

の運営において、必要に応じて参考人制度及

び公聴会制度を積極的に活用し、多様な意見

を踏まえながら、適切な判断を行うこと。

　３　議会は、議会運営、政策の立案、決定、提言等

に関し、町民に対して説明責任を果たすよう努めなけ

ればならない。

　　一部改正〔平成 25 年条例６号〕

（議員の責務及び活動原則）

　第 3 条　議員は、地域の課題のみならず、町政の課

題とこれに対する町民の多様な意見を的確に把握し、

合議制の機関である議会を構成する一員として、議会

活動を通じて、町民の負託にこたえるものとする。

　２　議員は、日常の調査及び研修活動を通じて自ら

の資質の向上に努めるものとする。

　３　議員は、議会活動について、町民に対して説明

する責務を負う。

　４　議員は、議会の構成員として、町民全体の福祉

の向上を目指して活動しなければならない。

（会派）

　第 4 条　議員は、議会活動を行うため、会派を結成

することができる。

　２　会派は、政策の立案、決定、提言等に関し、合

意形成に努めるものとする。

（町民の議会への参加及び町民との連携）

　第 5 条　議会は、町民の多様な意見を把握し、議会

活動に反映することができるよう町民の議会活動に参

加する機会の確保に努めるものとする。

　２　議会は、請願及び陳情を町民による政策提言と

位置付けるとともに、委員会審査に当たって必要があ

ると認めるときは、これら提出者の意見を聴く機会を

設けるものとする。

　３　議会は、長等の事務の執行の監視及び評価並び

に政策の立案、提言の過程において、参考人制度、公

聴会制度等の積極的な活用及び町民との意見交換等町

民参加に係る制度の充実に努めるものとする。

　　一部改正〔平成 23 年条例 17 号〕

（附属機関の設置）

　第 6 条　議会は、議会活動等に関して必要があると

認めるときは、別に条例で定めるところにより、審査、

調査又は諮問のための附属機関を設置することができる。

（広報機能の充実）

　第 7 条　議会は、多様な媒体を用いた町民への情報

提供に努めなければならない。
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　２　議会は、議案に対する各議員の意思を議会広報

で公表する等、広報機能の充実に努めるものとする。

（委員会の公開）

　第 8 条　議会は、開かれた議会運営に資するため、

委員会を原則として公開する。

（長等との関係の基本原則）

　第 9 条　議会は、二元代表制のもと、長等と常に緊

張ある関係を構築し、事務の執行の監視及び評価を行

うとともに政策の立案、提言を通じて、町政の発展に

取り組まなければならない。

　２　議会は、長等との立場及び権能の違いを踏まえ、

議会活動を行わなければならない。

　３　議会の会議及び委員会において、長等（その補

助職員を含む。）は、議員の質問、質疑、議員提出議

案等に関し、議長又は委員長の許可を得て反問するこ

とができる。

　　一部改正〔平成 27 年条例 13 号〕

（政策立案及び政策提言）

　第 10 条　議会は、条例の制定、議案の修正、決議

等を通じて、長等に対し、積極的に政策の提言を行う

ものとする。

（議会審議における論点情報の形成）

　第 11 条　議会は、まちづくりの基本方針並びに町

民生活に重要な影響を及ぼすことが予想される施策及

び事業について、長等に対し、次に掲げる事項を明ら

かにするよう求めるものとする。

 ( 1 )　�政策を必要とする原因又は背景

 ( 2 )　�他の自治体の類似する政策との比較検討

 ( 3 )　�町民参加の実施の有無とその内容

 ( 4 )　�総合計画等との整合性

 ( 5 )　�政策の実施に必要な財政措置

（議会の議決事件）

　第 12 条　地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第

96 条第２項に規定する議会の議決事件は、基本構想

及びこれに基づく基本計画の策定、変更又は廃止に関

することとする。

　　一部改正〔平成 25 年条例６号〕

（活発な議論による合意形成）

　第 13 条　議員は、議会の権能を発揮するため、委

員会において、議員相互の議論を活発に行い、合意形

成に努めるものとする。

（政務活動費）

　第 14 条　議員及び会派は、葉山町議会政務活動費

の交付に関する条例（平成 16 年葉山町条例第６号）

に基づき交付される政務活動費を活用して、議員の調

査研究、広報広聴及び政策立案に資するものとし、そ

の使途については、積極的に公開し説明責任を果たさ

なければならない。

　　全部改正〔平成 25 年条例６号〕

（議員定数及び議員報酬）

　第 15 条　議員定数及び議員報酬に関しては、別に

条例で定めるところによる。

　２　議員報酬の改正に当たっては、原則として第三

者機関による議員活動の客観的な評価等を参考にしな

ければならない。

　３　議員定数及び議員報酬の改正に当たって、委員

会又は議員が提案する場合は、その理由について説明

責任を果たさなければならない。

（政治倫理）

　第 16 条　議員は、高い倫理性が求められているこ

とを深く自覚し、葉山町議会議員政治倫理条例（平成

14 年葉山町条例第 25 号）を遵守し、品位の保持に努

めなければならない。

　　全部改正〔平成 25 年条例６号〕

（議会改革の推進）

　第 17 条　議会は、分権時代における地方議会のあ

り方を常に議論し、不断の議会改革をさらに推し進め

るよう努めるものとする。

（議会事務局の体制整備及び予算の確保）

　第 18 条　議会は、議会の政策立案能力を向上させ、

議会活動を円滑かつ効率的に行うため、議会事務局の

調査、法制機能の強化及び組織体制の整備を図るもの

とする。

　２　議会は、二元代表制の趣旨を踏まえ、議事機関

としての機能を確保するとともに、より円滑な議会運

営を実現するため、必要な予算の確保に努めるものと

する。

（最高規範性）

　第 19 条　この条例は、議会運営に関する最高規範

であって、議会は、この条例の目的及び趣旨に反する

議会の条例、規則、規程等を制定してはならない。

（検討）

　第 20 条　議会は、この条例の施行後、町民の意見、

社会情勢の変化等を勘案し、必要があると認めるとき

は、この条例の規定について検討を加え、その結果に

基づいて所要の措置を講ずるものとする。

　　　附　則

　この条例は、平成 21 年 10 月１日から施行する。

　　　附　則（平成 23 年９月 13 日条例第 17 号）

　この条例は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成 25 年２月 22 日条例第６号）

　この条例は、公布の日から施行する。ただし、第 14�

　条の改正規定は、平成 25 年３月１日から施行する。

　　　附　則（平成 27 年３月 18 日条例第 13 号）

　この条例は、公布の日から施行する。
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